
















ので、バイオなどと共に考古学 も最 も目覚 しく進歩 しつつある学問分野
である。
その結果か否かは別 として、本学名誉教授であられる芹沢長介先生の
長年に亘る御努力 と、従来の学術に掏 らない観察が、効 を奏 して、東北





























仙台城二の丸跡第 5次調査地点 (NM5)                    ｀
1次調査 (試掘調査)               1985年 4月 11日～ 5月 30日
2次調査 (試掘調査)               1987年 9月 18日 ～11月 24日
3次調査 (本調査)                1988年 3月 14日 ～1989年 2月 14日
3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査委員会の委嘱を受け、埋蔵文化財調査室が行
った。
4.本年報の編集は、須藤隆の指導のもとに、山田しよう (～'92)・ 藤沢敦・関根達人 ('92～ )
が担当した。







木簡・墨書陶磁器 :田中秀和 。中川学 (東北大学文学部国史研究室)












遺構平面図 柱痕跡 :饉藝覇翻  杭 :鰯













中 。後期 (18・ 19世紀):掘立柱建物 。塀・門・溝・土坑
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5 調査室は、出土文化財 。資料 (図面、写真等)の保存、管理にあたる。
6 調査室は、文化庁長官、教育委員会等への発掘調査に関わる届け出業務 (発掘届けを除 く)
を担当する。
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1988年度は、本調査 1件、試掘調査 1件、立会調査 2件の、計 4件の調査を実施した。これ
らの調査の内訳は、川内地区 (仙台城二の丸跡)においては本調査 1件、青葉山地区では立会
調査 2件、川渡地区では試掘調査 1件である (表 1)。
(1)川 内地区 (仙台城二の丸跡)の調査
川内地区では、附属図書館本館増築に伴う本調査 (仙台城二の丸跡第 5次調査地点、NM5)
を実施した。これは、1985年度の 1次調査、1987年度の 2次調査に続 く、 3次調査にあたる。
これまで東北大学埋蔵文化財調査委員会で実施した調査では、最大面積 となるものであり、ほ
表 1 1988年度調査概要表
Tab l  Excavations on the campus in the fiscal year 1988
調査の種類 調 査 地 点 原   因 調査期 間 面 積 時期
本 調 査 仙台城二の丸跡第5地点 (NM5) 附属図書館本館増築 3/14～ 2/13 1520 m2 近世
試 掘 調 査 川渡農場第1地点 (KWl) 宿泊施設新営 6/17・ 18 8∬ 弥生
立 会 調 査 工学部情報工学科テニスコート地点 テニスコート擁壁新設 10 ∬
理学部生物学科実験室地点 理学部生物学科学生実験室新設 435m9











12 富 沢 遺 跡
13上 野 遺 跡
14 原子核理学研究施設地点
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図 1 東北大学 と周辺の遺跡
Fig。 l Archaeological sites and Tchoku University












本年報では、1987年度の 2次調査 と1988年度の 3次調査、および1985年度の 1次調査の成果の
一部も併せて報告する。1985年度の 1次調査の残る部分は、1988年度から翌年度にかけて行っ
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図 2 仙台城 と二の丸の位置
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図 3 仙台城二の丸跡 。武家屋敷跡調査地点
Fig。 3 Location of excavations until 1988 atハ Ittο夕ηαη〃(NA/1i.e,Secondary Citadel)
and M%夕紹ゲresidence(BK)
5-6





の安定とともにその山城的な立地は不便 となり、二代藩主忠宗は、寛永15年 (1638年 )、 その麓
において二の丸の造営を始める。これ以前、当地には政宗の四男宗泰 (岩出山領主)の屋敷が





























五郎八姫は文禄 3年 (1594年 )、 伊達政宗と正室愛姫の長女として生を受ける。五郎八姫は慶




さらに元和 6年 (1620年 )、 五郎八姫27才の時、仙台に帰ることとなった。
この元和 6年に帰仙した五郎八姫のために造営されたのが、西屋敷である。西屋敷を記した






図書館の間の道にほぼ対応すると考えられる (年報 5)。 西屋敷が造営される以前については、
「御西様被成御座候二付。竹被切払御作事御座候」(東奥老士夜話)と の記録があり、竹林であ
つたことが伺える (土生慶子1987)。























明治 2年 (1869年)の版籍奉還に伴い、藩務 と家務が区分され、元の藩主伊達慶邦の家族は
中奥に移され、二の丸の表の建物は勤政庁となった。さらに明治 4年 (1871年)の廃藩置県に










原点NM5-①  X=-193612.285  原点NM5-②  X=-193610.729
Y〓 1876.546                       Y=1881.283
当初の建物計画は、既存の図書館の西側全面に予定されていたため、1985年度の 1次調査で
は、予定地にあわせて 1～ 7区の調査区を設定した。その結果、 1・ 2・ 5・ 7区で仙台城に
関わる遺構・遺物が確認された。 1区では二の丸に伴う東西方向の清、石組列、礎石などが検
出され、東西方向溝は、 5区に続いていた。 2区では、 1区から連続する面が遺存しているこ

































































































































































































厳密には対比できていない。そこで、北区では18・ 19列 と20～22列 にさらに分けて記述する。
南区では、H列からK列 にかけての地山の標高の高い部分を南区中央部とし、それより東を南
区東部、西を南区西部 として区分して記述することとする。
調査区の北区 。南区ともに、遺構の様相 とそれらの分布を検討すると、大きく下層遺構群 と
上層遺構群、それらにはさまれる整地層とに区分することができる。この整地層には、北区の














2b層 10YR4/6に ぶい黄褐色砂。10YR5/2灰黄褐色シル トが縞状に入る。
地山  7.5YR5/1緑灰色シルト質粘土。一部砂礫が混ざる部分有り。
=北区=
m層  10YR5/1褐 灰色シルト砂。上面に鉄分沈着、炭化物多く含む。
Ⅳ層  10YR5/3に ぶい黄褐色砂。2 5YR5/2暗灰責色粘土質シルト・2 5YR5/3黄褐色シルトが不均質に混じる。
小礫含む (下部に多い)。 炭化物含む。
V層  7 5GY4/1暗緑灰色砂質シルト。上面に鉄分沈着。炭化物多く含む。褐灰色・黒褐色を呈する部分があり
細分される。
三北区18。 19列 =
Ⅵ層  10YR7/6明 黄褐色シルト・5GY6/1オ リーブ灰色シルト・10YR6/4に ぶい黄橙色粘上質シルトが不均質に
混じる。上面に鉄分沈着。小礫を多く含む。
VⅡ層  細かく細分されるが、7 5GY4/1暗緑灰色粘土質シルトを主体とし黒褐色粘土質シル トが不均質に混ざる
層と、有機物層が互層になる。人頭大の礫が多く含まれる部分や、黄褐色シルトを含む部分もある。
ⅥⅢ層  10GY6/1緑 灰色シルト質粘土と5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘上が不均質に混じる。
=北区20～ 22列 =




2C層  10YR4/3に ぶい黄褐色シルト 炭化物・小礫多く混じる。
2d層 大規模な盛土層。
=南区東部=
3a層  10YR2/3黒褐色シルト 炭化物・小礫少量混じる。
3b層  10YR3/2黒褐色シルト 2 5YR4/3オ リーブ褐色土ブロックが不均質に混じる。炭化物少量含む。上面に
は廃棄物層が堆積。
3C層  7 5YR3/1黒褐色シル ト 比較的均質な層。小礫少量含む。
=南区中央部・西部=
3層   10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 植物の腐食土層。池の底部ではグライ化している。
図 6 基本層序模式図




















その内、北区Ⅳ層 。南区 2d層上面 と、北区Ⅲ層・南区 2C層上面の遺構が、遺構の配置や出



























































建物基礎の杭で破壊される部分のみの調査である。西から基礎 8区・ 9区・ 10区・ 11区 を調
査しており、10区 と11区 は、間をつなげて調査している。この内 9区では、Ⅷ層上面までしか
調査を行っていない。また、調査区北壁に沿って、明治の 1号暗渠の掘 り方があり、その底面






【7・ 8号池】 (図 9)
G-18区からI-18区にかけて検出された不整形な浅い落込みで、いずれも北側が調査区外
に延び、南側は撹乱によって壊されている。 9号池などとともに庭園を構成する、一連の池跡
と考えられる。深さは 7号池が深いところで50cm、 8号池は20cm前後 と浅い。 8号池は南側が
溝状になっており、 7号池も南側の幅が狭 くなっている。ⅥⅡ層によって埋められている。
【9号池】 (図 9)
J-18区からM-18区にかけては、 Ib期の 4号池によって掘 り直されて、残っていない部
分も多いが、基礎 9区では、ⅥI層の下にⅧ層が分布している。そのため基礎 9区では1.6m以上
の深さがあったことになり、 J-18区 より西側が大きな池となっていたものと考えられる。基
礎 8区では、深さは50cm程 となり、北壁断面の観察では、基礎 8区の西側で浅 くなって立ち上
がっていくようである。20列以南 とのつながりは確実ではないが、20列の池跡の深さが50cm以
上あることと、その位置関係から、一連につながる同じ池跡 と考えられる。部分的にⅧ層によ




Ⅷ層上面から掘 り込まれた遺構である。G～ I-18区では、 Ia期の池を埋め、池以外の部
分にも20cm程 の厚さでⅥn層が盛土されている。
【1～ 3号池】 (図 9、 図版 7)
G-18区からI-18区にかけて並んでいる、不整形な浅い落込みである。いずれも北側が調
査区外に延び、 1号池 。3号池は南側も撹乱によって壊されている。 4号池などとともに庭園
を構成する、一連の池跡と考えられる。深さは 1号池 と3号池が20cm、 2号池が40cm程度と、




【4号池】 (図 9、 図版 7)
Ia期の 9号池の一部がⅧ層によって埋められた後、部分的に掘 り直して造られた池跡であ

















図 7 1a期 遺構配置図















































































































図 8 1b期 遺構配置図
























1        60.30m
3号池埋土土層註記
鰹± 7:5GY4/Ⅲ 6/1 暗籍啄色・線医色 粘土箕シルト 砂・炭托物含む
■   ■m.30m
よ号池塩土土層註記
…
色星普署1翻 に� 黄ゝ褐色 シルト質粘上 灰黄色粘土・腐繰奮む
窪土修層110マR4/2 灰黄褐色 結■質シルト 炭化物含む
埋±3唐  5 YR4/3赤 褐色 砂 腐礫`炭花物含む
埋± 1むYR3/3・ 2 5GV4/1i SY5/2 暗褐色・暗オリーブ灰色・魔オリーブ色 粘上質シルト 炭イヒ物 ,肇含む
o        2m
―
図 9 1期 13・ 19列検出遺構











【9号池】 (図 10・ 12、 図版 4)






区で1.lm、 基礎 2・ 6区では70cm程 である。③層によって埋められている。
【13号溝】 (図 10、 図版 4)













【19号溝】 (図 10・ 12、 図版 4)
基礎 6区の 9号池の底面で確認された溝で、 9号池の深い部分で分断されているが、方向か
ら一連の溝跡と考えられる。 9号池の底面に設けられ、その深い部分をつなぐ形で造られたも
のであろう。基礎 6区より東側にさらに続 くものと考えられ、 9号池からの排水の役割をもっ
ていたことが想定されるが、12号溝によって壊されているのか、この部分の記録がなく不明で









【4号池】(図 11・ 12、 図版7)
基礎 1・ 5区、基礎 2・ 6区、基礎 4区で検出された池跡で、 Ia期の9号池が③層によっ




深さは基礎 1・ 5区で90cm、 基礎 2・ 6区で60餌で、⑦層によって埋められている。
【14号溝】(図 11・ 12、 図版4)
基礎 6区の4号池の底面で検出された濤で、 Ia期の19号溝と同様に、基礎 6区 よりさらに
東側に続き、 4号池の排水の役割をもっていたと推定されるが、これも12号溝によって壊され






























Fig.10 Features of phase l a at NM5
13号溝埋土土層註記
埋± 1層 7 5YR6/2 灰褐色 シル ト 炭化物・小礫含む
埋± 2層 7 5YR7/1 明褐灰色 粘土質シル ト 炭化物・オヽ礫含む
埋± 3層  10YR7 5/4 黄褐色 砂質シル ト 礫合む
埋上 4層 7 5YR7/1 明褐灰色 粘土質シル ト
埋± 5層  5Y8/2 灰自色 砂質シル ト 砂・礫含む
埋上 6層 10YR8/35 浅黄橙色 粘土質シル ト
埋± 7層 10BG7/1 明青灰色 粘上質ンル ト
埋± 8層  5 BG7/1 明青灰色 粘土質ンル ト
埋± 9層 10GY7/1 明緑灰色 シル ト 砂・礫含む
埋上10層  7 5GY7 5/1 明緑灰色 シル ト 砂・礫含む
埋±11層  5 BG7/1 明青灰色 粘土質シル ト
埋上12層 7 5YR7/35 にぶい橙色 シル ト
埋±13層 7 5GY8/1 明緑灰色 粘土質シル ト 小礫含む
18号溝埋土土層註記
埋± 1層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 小礫・腐礫・炭化物含む


















埋± 10YR5/8 黄褐色 ンル ト 粘土・砂含む 地山起源
12号溝埋土土層註記                               4号 建物跡柱 4埋土土層註記
1 埋± 1層 7 5YR3/3 暗褐色 ンル ト 炭化物 黄橙色ンル トプロック含む  埋± 10YR5/8 黄褐色 砂質シル ト 地山起源






埋± 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 細砂含む
0        1m
―
図■ Ib期 20～22列検出遺構











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































南区の地形は、東西が低 く、中央のG～ I列が高い。 2d層は、南区のほば全域に広がって
おり、 I期の遺構を覆っている。 2d層以下の層の分布は、 F列付近の段差を境 として、東西




東部 (D～ F列 )では、 3C層下の地山上面と、 3b層上面の遺構に細分されたため、それ
ぞれを Ia期・ Ib期に対応させた。ただし、掘 り込み面が確認できていないため、切 り合い
関係などから、 Ib期 に相当すると判断したものもある。
中央部 (G～ I列)では、 3層 をはさんで、地山上面の遺構と、 3層上面の遺構の 2時期に
細分されたため、それぞれを Ia期・ Ib期 とした。
西部 (J～M列)に は、 Ia期・ Ib期を通じて、池からなる庭園が存在し、調査時には一
時期の所産 と理解されていたが、遺構の実演1図 をもとに、池の構築面、埋没状況を検討した結
果、 3種類のケースが確認でき(図 13)、 2時期の変遷を想定するに到った。 Ia期の池は、 3
























【7号建物跡】 (図 16、 図版 4)
南区中央部の米軍共同清南側で検出された。周辺を後世の撹乱で大きく破壊されており、建









【20号溝跡】 (図 14、 図版 5)
南区東部において地山面で検出された。ピット387と 切 り合っているが、両者の新旧関係は捉
えられていない。北端は削平されている。
本溝は石組濤であり、上幅約1.Om、 底幅約0.6m、 深さ約0.5mの掘 り方の中に、幅が40cm程
度になるように、径20か ら30cm程度の自然石を組んでいる。溝の深さは20cm前後で、底面には
比較的小さな石が敷かれている。
溝は、 6号建物跡の周囲を取 り囲むように配置されており、構造の点でも、 6号建物の雨落
溝であった可能性が高い。本溝の南西隅に接続する29号溝は、20号清に溜る水の排水を目的と
した施設と考えられる。なお、20号溝の南辺は、石組の一部に重複が認められる。
溝の埋土からは、肥前磁器の壷蓋 (図49-493)、 京・信楽系の灰釉丸碗 (図52-227)、 銅緑
釉を施した肥前産の陶器小皿 (図53-243・ 244)が 出上している。これらの遺物が、17世紀後
半から18世紀前葉に位置づけられることから、本濤は、それ以前の段階に機能していたと考え
られる。なお、本溝と切 り合いのあるピット387か らは、黒漆塗 りの櫛 (図94-069)、 柄に蕨手
形の列点文をもつ銅匙 (図106-76)、 筆の部品と考えられる管状金属製品 (図106-77・ 78)、

































mあ る。方向は、N-25° 一Wである。本溝は、その構造 と位置から、 7号建物西側の雨落溝
と考えられる。












南区の中央部 と東部を区切る段差の西側際にあり、段差に平行する。上幅0.5～ 0.6m、 底幅
























られる染付小皿 (図46-463)や 、内外面黒地の漆碗 (図102-058)が伴う。







埋上の 2層中から、煙管の雁首が 1点出土している (図 105-72)。
【11号池】 (図 15)
南区中央部の西よりの地点で検出された、長軸1.7m、 短軸1.3mの小さな窪みである。池は





1 埋上 10YR2/3黒 褐色 粘土質 ンル ト 小礫含む 3C屑 起源











埋± 10YR7/4 にぶい黄精色 粘上質シル ト 多 l「 のPJ礫含む
E
23号溝






埋上 10YR5/6 黄褐色 粘土質ンル ト にぶい養褐色 ンル トプロック・ 礫・炭化物含む




鯉       Pit3M
6号建物跡柱30埋 上上層註記
埋±  5Y75/1 灰白色 粘土質 ンル ト 腐礫含む
Pit387埋 上上層註記
埋± 10GY4/1 暗緑灰色 粘土 礫・砂・ 炭化物含む
6号建物跡柱19埋土上lS註 記
1 根石抜取痕埋上 10YR4/6・ 7/8 褐色・黄橙色 粘土質ンル ト
ワ 埋± loYR7/6 明黄褐色 シルト質粘土 傑含む




色        Fを0 30m  R     Pな 030m












1 根石抜取痕埋± 10YR2/3 果褐色 粘上質 シル ト 礫・小岩片・炭化物含む
2 埋± 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘上質 ンル ト 炭化物含む
6号建4/4跡 柱34埋上上川註記
埋上 10γ R7/35 にぶい黄精色 粘上質ンル ト 円礫含む
図14 南区 Ia期検出遺構(1)










0        1m
…
Pit392埋 上土層註記
埋上 1層 7 5YR5/2 灰褐色 砂質シル ト 3層起源
埋± 2層 7 5YR5/6 明褐色 シル ト 3層起源
埋± 3層 7 5YR5/2 灰褐色 砂質ンル ト 柱痕跡



































くヽさ  o  っ  。













一    -61.00m
Pit395埋 土土層註記
埋± 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト・ シル ト 小岩片含む
HM G




敷石抜取痕埋± 1層  10YR5/6・ 5/3 黄縄色・ にない黄htl シル ト 礫・砂含む
敷石抜取痕埋± 2層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 砂含む
敷石抜取痕埋上 3層 25Y5/3 黄褐色 ンル ト
埋± 1層 10YR7/6 明黄褐色 砂 小礫含む
埋± 2層 10YR7/6・ 6/6 明黄褐色 砂・ シル ト互層 シル ト層に炭化物含む
敷石抜取痕埋± 1層 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 礫 。白色礫・砂含む
敷石抜取痕埋± 2層 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シル ト
28号溝埋土上層註記
埋± 1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 小礫・ 腐礫含む
埋± 2層 10YR4/4 褐色 シル ト イヽ礫含む
埋± 3層 10YR5/6 黄褐色 粘土質 ンル ト 小礫・ 腐礫含む
-60.601n
0     1m
…
図16 南区 Ia期検出遺欄 3)
Fig。 16 Features of phase l a at NW15(3)










なお、南区中央部の南東隅で南北方向の平行する小溝が 4条検出された(1～ 4号小濤)。 こ
れらの小溝は調査時の所見から本期に含めたが、位置的にも、方向の点でもⅡb期の畝状遺構
の一部 と理解したほうがよいと考えられる。
【4号建物跡】 (図 11・ 18、 図版 8)
南区中央部と北区の南端で、礎石を据えた痕跡が 8箇所検出された。いずれも3層 を掘 り込
んでおり、直径1.2m程度の掘 り方の内部には根固め石が残されていた。並びから、梁間 2間以
上、桁行 5間以上の南北棟であったと推定される。建物の方向は、N-24° 一Wである。本建
物は、桁間約273cm、 梁間約200cmであり、梁行 と桁行で柱間を変えている。北側は、 4号池の
位置からみて、柱 1と 柱 4を結ぶ柱筋が本建物の北辺と考えられる。また、 5号池の位置から












【17号柱列】 (図 17、 図版 8)
南区中央部の南東隅で検出された。南北方向の布掘のなかに柱穴が 6基並ぶ。南は調査区南
壁にかかっており、北は米軍の共同溝で破壊されているため、両端 とも確認できていない。溝




南区東部で検出された、N-25° 一W方向の素掘 りの溝である。 5号建物跡と切 り合ってい
るが、新旧関係は捉えられていない。溝は、上幅約0.7m、 底幅約0.3mを測る。
本溝を切っているピット354の埋土からは、環状石製品 (図107-S3)、 寛永通費 (図104-
30)、 雁首 (図105-73)が 出土している。
【22号清跡】 (図 17、 図版 8)












池の底面から内外面に朱で鳥文を描いた黒地漆碗 (図 102-68)が、埋土からは火打金 (図 106
-89)が、それぞれ出土している。












埋± 10YR3/3 暗褐色 シル ト 砂・小礫・炭化物含む
Pit366埋 土土層註記
埋± 10YR3/3 暗褐色 ンル ト 粗砂・小礫・炭化物含む
乳 Pit364 FBを 0,70m
二~-60.50m
P■ 364埋土土層註記
埋± 10YR3/4 暗褐色 シル ト 砂・小岩片・炭化物含む
Pit363
岳υ Fる080m
―   -60.60m
P■ 363埋上土層Il記
埋± 10YR3/4 暗褐色 シル ト 小岩片・炭化物含む
5号建物跡 柱 1
乳 Pそ0.30m
~  ~ - 60.10rn
5号建物跡柱 1埋上土層註記
埋± 75Y3/2 オリーブ黒色 粘上質シル ト 礫・炭化物含む
里_.E純 :那鴛
5号建物跡柱 3埋土土層註記






埋± 10YR5/3・ 5 YR4/6 ヤこぶい黄褐色・赤褐色シル ト 大小の礫含む
5号建物跡 柱 5
一 fiI:iIH5号建物跡柱 5埋土土層註記




埋上 25Y3/2 黒褐色 シル ト 灰黄色・青灰色の粘土プロック・大小の礫合む
0                                      〔
17号柱列
図17 南区 Ib期検出遺構(1)
Fig。 17 Features of phase l b at NA/15(1)
5m























砂含む~60 0om  量圭】匡 鍔写琶チ:
柱 4
埋± 1層 10GY3/1
埋± 2層  10YR4/3
柱 3




埋上 2層  10YR4/3
暗緑灰色 シル ト 粗砂・ 炭化物含む
にぶい黄帽色  シル ト 礫・炭化物含 む
暗緑灰色 シル ト 粗砂・ 炭化物含む
にぶい黄褐色 ンル ト 腐礫・ 炭化物含む
暗緑灰色 シル ト 粗砂・炭化物含む
にぶい責褐色 シル ト 腐礫・炭化物・下部に焼土含む
暗緑灰色 シル ト 粗砂・炭化物含む
にぶい黄褐色 シル ト 腐礫・炭化物含む





























1 堀方埋± 10YR4/1・ 2 5GY4/1 褐灰色・暗オリーブ灰色 シル ト・粘上質シル ト 炭化物小礫含む
2 埋± 1層  10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 炭化物含む
3 埋± 2層 10YR3/1 黒褐色 シル ト 砂・小礫・炭化物含む
-60.00m 2号井戸埋土土層註記
埋上 1層 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト 黒褐色 シル トプロック含む
埋± 2層  5G6/1 緑灰色 ンル ト 礫含む
埋± 3層  5 YR3/1 黒褐色 シル ト質粘土
埋± 4層  5 YR6/1 褐灰色 ンル ト質粘上
埋± 5層  10YR3/1 黒褐色 シル ト
埋上 6層  5C6/1・ 7 5YR3/1 緑灰色 。黒褐色 砂質シル ト・ シル ト質粘土 イヽ礫含む
理+7層  5G6/1 緑灰色 礫・木片含む
埋± 8層 7 5YR2/1 黒色 シル ト質粘土 拳大の礫・木片含む
埋± 9層  10C6/1,10YR3/1 緑灰色・黒褐色 砂質シル ト・砂質シル ト 小礫・拳大の礫木片・黄褐色砂質シル トプロック含む
0                 2m
図19 南区 Ib期検出遺欄 3)


























































































































































































































































































































































































































































































































































【12号溝】 (図 11、 図版 7)
G-20・ 21区からK-20・ 21区 にかけて検出されたもので、調査時に12号溝として認識して
いたのは基礎 7区の部分のみである。基礎 5区・ 6区の断面図の検討によって、12号溝の続き
が、より西側に延び、基礎 5区では、深い落込みになっていることが判明した。この基礎 5区・
6区では、調査時にこの12号溝の遺構は確認できておらず、基礎 5区において、清の南側の壁
面近 くに敷かれた礫のみが図化されていた。図11に おいて、基礎 7区の12号清から西に破線で
示したのが、断面図と礫の分布から推定した遺構のラインである。東側が撹乱で破壊され、西
側は推定にとどまるが、17.5m分 を確認している。この12号溝は、基礎 5区・ 6区では調査時
に認識できず、 Ib期の 4号池と同じ図面に記録されている。そのため、図面は Ib期の図面
に載せざるを得なかったが、次の理由からHa期に属する可能性が高いと考えられる。










基礎 7区では、上幅1.6m～ 20m、 下幅40cm前後、深さ30cm程である。基礎 5区の東端では、
上幅4.2m、 下幅1.3m、 深さ1.6mで ある。基礎 7区での方向は、E-12° 一Nである。

































































































































































































































































































基礎 7区の部分の埋土 (12号溝埋上)か らは、陶磁器・瓦が少量出土している。基礎 5区・ 6
区の部分の埋土は⑥層が相当し、瓦が大量に出上しており、本製品も比較的多いが、陶磁器は
含まれず、土器も少ない。




い。残 りのよい部分で、上幅1.2～ 1.5m、 下幅40～ 50cm、 深さ20～30cmで ある。底面のレベル
は、 J・ K列の部分が最も低 くなっているが、全体的には東狽」がわずかに低 くなっている。埋
土からは、陶磁器・瓦が出土しているほか、加工木・木羽が比較的多く出上している。





③ Hb期 (北区V層上面・南区 3a層上面)










分はない。K-20・ 21区 に畝状遺構 と直交する南北方向の溝が存在し、これに相対する調査区
の西端にも南北方向の溝があり、畑を区画する溝 と考えられる。この清が畑一区画の東西の端
であるとするならば、東西の幅は、溝の中心で測って8.5mで ある。















































































0         1m
―
図24 Hb期検出遺構(1)




Fig.25 Features of phase IIb at NM5(2)









0                      5m
図26 Hb期 検出遺欄 31
Fig.26 Features of phase IIb at N� T5(3)
。  建多琳箋イ     oω。
13)Ⅲ 期 (二の丸中奥)の遺構
Ⅲ期は、二の丸中奥として使われた時期と考えられ、Ⅲ a期 とⅢ b期 に細分される。Ⅲ a期・
Ⅲb期 ともに、土地利用のあり方は共通し、21・ 22列 に溝が東西に延び、それより北側には遺
構はほとんど分布しない。また24列 にも東西に溝がのび、それより南側に遺構が多く分布する。
特にD-24～26区 からH-24～ 26区の間には、多くの建物跡・柱列・ ピットが集中する。27列
より南側、 I列 より西側では、遺構の密度は低 くなる。
① IIIa期 (北区Ⅳ層上面・南区 2d層上面)
南区では北東側でⅢ a期の遺構が確認されている。それ以外の場所は、Ⅲ b期以降の建造物
や近代の撹乱が著しく、確実に本期と考えられる遺構は確認されていない。













向の柱列が 6列、さらにその南に建物跡が 1棟抽出された。 6本の柱列の内、10～12号柱列、
13・ 14・ 18号柱列は各々切 り合っている。従って区画溝の南側には、溝に伴う形で 3回の変遷
を持つ柱列が 2列存在することになる。塀跡と考えられる 2列の柱列は、造 り替えの回数が一
致することから同時存在の可能性もあるが、その場合、平行する二つの塀が近接して存在する
形になり、機能の面で理解しがたい。




【3号建物跡】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)









10号柱列はこの中で最も新しく、E-25° 一Nの方向に柱穴が 9基並ぶ。柱間は約236cmで あ
る。柱穴の大きさは、 3つ の柱列の中で最も規模が小さく、直径60～70cm程度である。柱穴の
中には、柱痕跡が残されている。
【11号柱列】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)
12号柱列より新しく、10号柱列より古い。柱間は約297cmで、E-25° 一Nの方向に 6基の柱
穴が並ぶ。柱穴は直径80cm程度で10号柱列のものよりは若干大きい。
【12号柱列】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)
10～12号柱列の中で最も古 く、柱穴の規模も最も大きい。柱間は約276cmで 、E-25° 一Nの
方向に 5基の柱穴が並ぶ。10・ 11号柱穴との重複が著しく、柱穴の構造は不明である。柱穴 5
の底面から、18世紀代に比定される磁器徳利 (図50-506)が出上している。
【13号柱列】 (図 29。 30・ 31、 図版11)
10～12号柱列 と平行して南側に、13・ 14・ 18号柱列が存在する。これらの柱列は、ほぼ同じ
場所に重複しており、建て替えられたものと考えられる。
13号柱列はこの中で最も新しく、E-25° 一Nの方向に柱穴が 6基並ぶ。柱間は約340cmで あ
る。柱穴の大きさは、 3つの柱列の中で最も規模が小さい。柱穴の中には、柱痕跡が残されて
いる。




【15号柱列】(図 29・ 30・ 31、 図版11)

















Fig 27 Distribution of features at N� I(phase HIa)
【18号柱列】 (図29・ 30・ 31、 図版 11)
13・ 14。 18号柱列の中で最も古 く、柱穴の位置は一番西側に寄っている。柱間は14号柱列 と
同じで、E-25° 一Nの方向に 5基の柱穴が並ぶ。柱穴は、 3つの柱列の中で最も大きい。
【4号溝】 (図 29、 図版H)
10～12号柱列の北側、E～H-24区 に重複する東西溝が 2本存在する。古いほうの 4号溝は、
6号溝の底面に痕跡が残されているに過ぎず、幅や深さは不明である。溝の方向は、E-25°
一Nである。




【9号溝】 (図 28、 図版m)
F-21・ 22区からK-22区 にかけて検出された東西方向の溝で、方向はE-25° 一Nである。
西側は米軍共同濤で破壊され、東側は調査区外に伸びるが、20m分を検出した。17号溝を切っ
ている。上幅200～ 220硼、下幅60cm、 南側での深さ70cmで あるが、この溝をはさんで、北側の
地表面の高さが40cm程低 くなっているため、北側の深さは30cmである。溝の底面には、45～ 65
cm間隔で、角杭を打ち込み、この杭に北側は半裁した竹を交差させてからめ、南側は板を杭に
付けて溝の壁としている。打ち込まれた杭は、 4～ 8餌角で、断ち割 りを行った部分では、長
さ120cmで あった。H-21区 に1ケ所、 I-21区に 2ケ所、溝に直交して、北岸に板材が残って
おり、この溝に流れ込む、木組の溝か暗渠と考えられる。北岸には、径 6 cm前後の丸杭および、
その痕跡が多数検出されており、護岸設備か、あるいは概があった可含蟄隆がある。埋土は、自
然堆積で20cmほ ど埋まった時点で、 3層の整地によって埋められ、ほぼ同じ位置に、Ⅲ b期の
8号溝が構築されている。
【16号溝】 (図 28・ 31、 図版11)
G-22区で検出されたもので、方向は他の遺構 とは異なりE-34° 一Nである。東側を17号溝




【17号溝】 (図28・ 31、 図版 11)


































































































































































































































































































































































































| 1母薄錮弗理主 1.OY聯 /″ 灰黄縛白 砂質シルⅢ
, 肇粕騨9 19YR6/21医難 細砂■ンルト 嘩育J
B終 地卿9'SY二 4/8揖色 シ″卜質勝 多量¢口礫亀部
, 1号滞登ニー25YRs/2 暗医要と 1粘土鷲ン″ト
10 Pit4548EL l層  10YR5/2 医黄罷el妙質ンルⅢ 荘痕跡
lI PIt4544■ 2唐 10YR4/4 掏色 移
12 ,号柱列柱,埋圭 1層 10YR6/6 明養鵜色 ラルⅢ 夕1層越派心灰白色 '欝簿色斃な含む



















































































【3号上坑】 (図 28、 図版12)
G・ H-18区で検出された。南側を撹乱によって破壊され、東・北側は調査区外に伸びる。
東西5.8m以上、南北2.Om以上、深さ40～ 60clnの広い落込みである。埋土は3層に分けられ、
いずれにも礫・炭化物が含まれ、人為的に埋められたものと考えられる。埋± 2層 (遺物取 り
上げは埋± 3層)に は、陶磁器・土器など比較的多 くの遺物が含まれており、まとめて廃棄さ
れたものと考えられる。その他の埋± 1層 。埋± 3層には、遺物はほとんど含まれていない。
名
16号溝埋土土層註記
理キ 10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト
0                 2m
図31 111a期検出遺e14)




号柱列 柱 2 ~6030m
10号柱列柱 1埋土上層註記
埋± 1層  10YR5/6 黄褐色 シル ト 明褐色粘土質ンル ト塊・礫含む 柱痕跡
埋上 2層 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト
10号柱列柱 4埋土上層註記
埋上 1層 25Y5/1 黄灰色 粘土質シル ト 空洞多 柱痕跡
埋± 2層 25Y5/1 黄灰色 粘土質ンル ト 黄褐色粘土含む
11号柱列柱 2埋上土層註記










藍謡色 シル ト質粘土 空洞多 柱痕跡  423
埋± 2層 10YR4/1 褐灰色 ンル ト質粘土 明褐色粘土塊含む
14号柱列柱 3埋上土層註記
埋± 1層 柱痕跡
埋± 2層 10YR4/4・ 5/1 褐色・褐灰色 粘土質シル ト
P■423埋 土土層註記
埋± 1層 10YR5/1 褐灰色 粘土 柱痕跡




埋± 1層  25Y4/1 黄灰色 粘土 空洞多 柱痕跡
埋± 2層  10YR7/6 明黄褐色 粘上質シル ト
埋± 3層 10YR7/4～ 5/4 1こ ぶい黄橙色～にぶい黄褐色 粘土
14号柱列柱 1埋土土層註記
埋± 1層 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 礫含む 柱痕跡


















13号柱列柱 4埋上上層註記          
‐ ~‐
埋± 1層  10YR3/1 黒褐色 シル ト 空洞多 柱の残存有 り
埋± 2層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 明褐色及び白色粘土沈・礫含む
Pit421埋 土土層註記
埋± 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 小礫含む
14号柱列柱 4埋土土層註記
埋± 1層  10YR4/6・ 2/3 褐色・黒褐色 ンル ト・粘土質シル ト 柱痕跡









埋上 10YR3/4 暗褐色 シル ト 砂 。2d層起源の黄褐色粘土塊 礫含む
12号柱列柱 1埋土土層註記
埋± 1層  10YR5/6 黄褐色 ンル ト質粘土 下部に砂含む
埋± 2層 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 粘土
埋± 1層  7 5YR6/8 橙色 粘土質シル ト 礫含む
埋上 2層 7 5YR7/8 黄橙色 粘土質ンル ト 礫・炭化物含む
埋± 3層 7 5YR6/4 にぶい橙色 粘上質シル ト
15号柱列柱 2埋土土層註記
埋± 1層  10YR4/6 褐色 シル ト 砂・小礫・灰褐色粘土含む 柱痕跡
埋上 2層 10YR5/6 黄褐色 シル ト 灰色 。黄褐色粘土含む
埋± 3層 10YR5/2・ 5/6 灰黄褐色・黄褐色 ンル ト
3号建物跡 柱 9
Ti洋








埋± 1層  10YR4/4 褐色 砂質・粘土質ンルト 小礫 。炭化物含む 柱痕跡
埋上 2層 10Y R6/6 明黄褐色 粘土質ンル ト 浅黄色及び明褐色粘土・砂・小礫・ 炭化物含む
埋± 3層  10Y R4/4 褐色 砂 黄褐色粘土質シル ト塊・礫含む
3号建物務柱 2埋土土層註記
埋± 1層 柱痕跡
埋± 2層  10YR4/6 褐色 砂質ンル ト 円礫・炭化物含む
埋± 3層 10YR3/4 暗褐色 シル ト にぶい黄褐色土塊・礫・炭化物含む
3号建物跡柱 9埋上土層註記
埋± 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 シル ト質粘土 礫含む 2d層 に等しい
図32 ma期検出遺構断面図




② IIIb期 (北区III層上面 。南区 2C層上面)






門に接続する東西の区画施設 としては、 5号溝 と2号溝があり、これらの清の南側には7号




に合致する。また、 5号溝に伴う7号柱列は 6号柱列に接続し、さらに西側では門跡 2の東側
の控柱につながることが推定される。門につながる東西の区画施設の北側には部分的に多量の
円礫を含んだ整地層 (整地層⑥)が認められることから、この部分はШ a期同様、道路 として
利用されていたと考えられる。これらをまとめると、Ш b期の遺構変遷は、門跡 2(古段階)
→門跡 1(新段階)、 5号溝 (古段階)→ 2号濤 (新段階)、 7号柱列 (古段階)→ 8号柱列 (新
段階)と なる。





【門跡 2】 (図35・ 37、 図版13)
門跡 1の下から検出された。本柱の外側に支柱を置き、さらに支柱の内側に控柱を配置した
北に開く門である。断面方形の柱が一部残存しており、本柱の間隔は約315cm、 本柱 と支柱の間
隔は約105cm、 支柱 と控柱の間隔は約150cmで ある。両方の支柱に同じ位置で重複が認められる
ことから、門は部分的な修復を受けたことがわかる(F]跡 2B→門跡 2A)。 柱は全て上面平坦
な地中礎石の上に据えられている。本柱の掘 り方の底面には礎石を取 り囲んで根固め石が隙間









K-25～29区で、約256cm間 隔でN-25° 一Wの方向に並ぶ 6基の柱穴が検出された。柱の掘
り込みは浅 く、塀などの施設と考えられる。柱 1の北側ではこれに続 く柱穴は検出されていな
いが、本柱列の西側ではШb期の遺構が検出されていないことから、本来は柱 1の北で東に折
れて門に接続する区画施設であった可能性が高い。




【6号柱列】 (図35・ 36、 図版11)
門跡の東側、H-24・ 25区 に比較的大きな四角い掘 り方のピットが 3基南北に並ぶ。柱の痕
跡は柱 3で検出されただけであるが、形態や規模が類似していることから柱列と判断した。柱
の間隔は約216cmであり、方向はN-25° 一Wである。北端の柱 1は門跡 2の控柱を結んだ延長
線上にあり、東側の控柱 2か らは約320cm離 れている。規格性から判断して本柱列は門跡 2と 同
時期に存在していた可能性が高いが、その性格は不明である。なお柱 1の埋土からは19世紀代
に入る鉄釉播鉢 (図56-285)が出上している。
【7号柱列】 (図35・ 36、 図版 11)
門跡の東側、2号溝 と5号溝の間で検出された東西柱列である。約168cm間 隔で並ぶ 5基の柱
穴は、直径約30cm、 検出面からの深さ約40cmで ほぼ一定している。柱列の方向はE-25° 一N
で、本柱列の延長線上には門跡 2の控柱や、 6号柱列の柱 1が存在する。本柱列は門の東側に
続 く東西の塀 と考えられる。北側に平行する5号溝は、本柱アUに伴う区画溝であろう。
【8号柱列】 (図 35・ 36、 図版11)
2号溝の南側に接して柱穴が 4基東西に並ぶ。柱間は約120cmで 、方向はE-25° 一Nである。
柱は 1辺約50cmの 角柱で長方形の掘 り方のなかに残存しており、底面付近には根固め石が認め
られた。本柱列は、掘 り方の規模も大きく、太い柱が比較的密に並ぶことから相当重量のある
上屋建物であった可能性が高い。
【9号柱列】 (図35・ 36、 図版11)



















【8号溝】 (図 34、 図版12)






































































































































0                      5m
図35 Ш b期検出遺ta121








理+1層  7 5YR4/2 灰褐色 シルト 小礫・炭化物含む
埋±2層 7 5YR4/1 褐灰色 粘土質ンルト 砂・炭化物含む
埋±3層 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 木樋内部寝横層
Pit100





埋± 1層 10YR3 5/1 黒褐～褐灰色 砂質シル ト 威化物・粘土含む
埋± 2層 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 黄帽色シル ト塊・炭化物・礫含む
理+3層  10YR4/3 にない黄褐色 砂質シル ト 礫含む
5号柱列 柱 2
R    FD′ 61.50m
_M_四m
5ヨ住列柱 2理 十上層註記
埋土 I層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 小礫・砂・ 炭含む
埋± 2層  10YR4/4 褐色 ンル ト 砂含む
雨 ― 働 ЮOm
埋±2層 7 5YR5/8 明褐色 粘上質ンルト 木片。小礫含む  埋上3層  10YR5/3 1こぶい黄褐色 シルト質粘土 礫・炭化物含む




恥      FFる1.40m 名F′ 61.50m
-61.00rn 鞘
4号柱列柱 2埋土土層註記
埋± 1層 10YR2/1 黒色 ンル ト










埋上 1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 柱痕跡
理+2層 10YR4/4 褐色 シル ト にぶい黄褐色粘上プロック・炭化物・小礫含む
埋上 3層 10YR3/3・ 4/6 暗褐色・ 褐色 砂質シル ト 炭化物・ 小礫・底面に偏平礫含む
7号柱列柱 5埋土上層註記
埋± 1層 25Y4/1 黄灰色 粘土 柱痕跡
埋上 2層  5Y4/1 灰色 粘± 2d層 起源の自色粘土塊・礫含む
一
洒
十   1~
一
9号柱列 柱 3
9号柱列柱 3埋土土層註記                      ~
埋± 1層 10YR5/8 黄褐色 シル ト 粘土塊・礫・腐礫含む
埋± 2層 2 5YR5/3 黄褐色 粘土質シル ト 粘上塊・小礫・砂・炭化物含む
H′
J 9号柱列 柱 l J′
161.20m¬ 卜 61.40m
9号柱列柱 1埋土上層註記
埋± 1層  10YR4/4・ 3/4 褐色。暗褐色 粘土・粘土質シルト 炭化物・礫含む
埋±2層 10YR4/4 褐色 粘土 炭化物・礫含む
埋±3層 10YR4/6 褐色 粘上 炭化物・礫含む
図36 Ⅲ b期検出遺榊 3)








埋± 1層 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘上塊・礫台む
IH+2層  10G5/1 緑灰色 粘土
8号柱列柱 1埋土土層註記
理上 1層 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土塊・礫含む
埋± 2層 10G5/1 緑灰色 粘上 砂含む
+







哩上 1層 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト 柱痕跡
埋± 2層 10YR4/6 褐色 砂質シル ト 灰色粘土・礫・炭化物含む
 ゝ 6号柱列柱2 ド宅1.50m
6号柱列柱2埋土上層註記
埋±1職 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂賀シルト 礫含む
埋±2層  10YR5/8 黄褐色 ンルト質粘土 礫・砂・木片含む
埋±3層 7 5YR5/1 褐灰色 砂質シルト 礫含む
埋±4層 10YR5/8 黄褐色 シルト質粘土 板・鉄製品含む
埋±5層 7 5YR5/8 明褐色 シルト質粘上











埋± 2・ 3・ 4層
埋± 3・ 4層
門跡 2本柱 1 門跡 2B支柱 1  _60.00m
門跡 2本柱 2 土層註記
1 10BC5/1 青灰色 粘土質シルト 円礫含む
2 10BC5 5/1 青灰色 粘土質ンルト 円礫・瓦・木片・かんな層含む
3 5B55/1 青灰色 シルト 小礫含む
4 10BG5/1 青灰色 粘土質ンルト 炭化物・木片・角礫。円礫含む
門跡 2控柱 1 門跡 2控柱 2 門跡 2A支柱 2

















7 5YR3/1 黒褐色 砂質シルト 小礫含む
7 5GY6/1 緑灰色 粘上質シルト 瓦・木片・木屑含む
7 5GY4/1 暗緑灰色 カロエ木・下部にかんな居含む
10GY4/1 暗緑灰色 細砂 加工木・かんな層・炭化物・磁器含む
7 5YR4/2・ 10YR4/6 灰褐色・褐色 ンルト 円礫。炭化物含む
5 GY4/1 暗オリープ灰色 粘土質シルト 円礫・底部に大礫含む
7 5YR6/1 褐灰色 シルト 用礫・角礫・白色腐礫・炭化物含む
10YR6 5/1 褐灰色～灰白色 ンルト 礫・白色腐礫・木片含む
N65/0 灰色～灰自色 シルト 礫・木片含む











Fig,37 Features of phase IHb at NW15(4)
10YR4/4・ 5 YR3/6 褐色・暗赤褐色 粘土 礫含む
10YR3/3 暗褐色 粘土
10YR5/2・ 5 YR5/8 灰黄褐色・明赤褐色 粘土
10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 礫含む
5 GY4/1 暗オリープ灰色 粘土質シルト 瓦・木片 円礫・角大礫・炭化物含む
0                 2m
60,00rn
門跡2A支柱2
門跡 2本柱 門跡 2本柱 2












【1号建物跡】 (図 39、 図版 16)








いる可能性が考えられる。柱穴 1・ 2が、 1号柱列の柱 1・ 2と 、ほぼ対応する位置にあるこ
とから、同時に存在した可能性があり、両者の間隔は、ほぼ1.8mで ある。
【2号建物跡】 (図 40、 図版16)
M・ L-25区で検出された掘立柱建物跡である。南北 2間分、東西 1間分が確認できる。柱
穴は直径70cm程度の円形を呈し、柱 1～ 3は布掘 り状の濤のなかで見つかっている。柱 1～ 3
の方向はN-24° 一Wである。柱間は約121cmで あり、他の通常の建物に比べ極端に短い。位置
からいって便槽状の構造を持った 1号木箱埋設遺構を伴う可能性が高いことから、本建物跡は
便所の覆屋と考えられる。柱 1と柱 3の埋土から寛永通宝 (図 104-36・ 37)が各 1点出上して
いる。




















は角柱が残存していた。柱間は約180cm、 方向はE-24° 一Nである。西端にあたる柱 1は 1号
柱列の柱14と 柱15の真ん中に位置している。このことから、 3号柱列は当初から1号柱列に間
尺を合わせ、それと直交する形で作られたと推定され、 1号柱列同様、塀跡と考えられる。
【1号溝】 (図40・ 41、 図版 15)











【7号溝】 (図39・ 40。 41、 図版 14)
L・ M-18区からK・ L-29区にかけて検出された南北方向の石組溝で、 1・ 6号暗渠に切
られる。東側に 1号柱列が平行して並ぶ。方向はN-24°一Wであるが、23・ 24列では若干東に
膨らむ。南北とも調査区外に伸び、途中撹乱で破壊されている部分があるが、46mを検出した。
内幅50cm、 深さ50～ 60cm、 底面レベルは北側が低い。幅1.5mほ どの掘 り方に、石を 2～ 3段積
んで構築しているが、21列以北は西側の石が取り去られている。 2b層途中から掘 り込まれて





I・ J-28区で検出された東西の本樋を配した溝である。掘 り込みは浅 く、東側は失われて
しまっている。西端は3号清の木樋に直交し、それと接続している。
【1～ 6号暗渠】 (図39・ 40・ 41、 図版 15)
この 1～ 6号暗渠と次の 7号暗渠は、Ⅳ期の遺構群の中で、最も新しいもので、他の遺構を
切って構築されている。掘 り込み面が確認できる3号暗渠は、 2b層上面から掘 り込まれてお





3号木箱埋設遺構が取 り付き、伴うものと考えられる。いずれも上幅40～ 70cm、 下幅30～ 60cm、
深さ80cm～ 1.Omの溝中に、河原石などの礫を詰めている。
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半                     ■
7号溝埋土土層註記
1 埋土 I層  10YR2/3 黒褐色 砂質 シル ト 砂含む
2 埋± 2層 10YR2/2 黒褐色  ンル ト 炭化物含む
3 埋± 3層  5 CY4/1 暗オ リープ灰色 粘土 礫含む
4 掘方埋± 1層  10YR2/2 黒褐色  シル ト 礫・瓦・ 炭化物含む













埋± 10YR4/6・ 4/1 褐色・褐灰色 粘土質ンル ト 炭化物・底部に円礫含む
1号柱列柱15埋土土層註記
埋± 1層  10BG6/1 青灰色 粘土質 シル ト 礫・ 砂含む
- 6100m
2号土坑埋土土層註記
埋± 1層  7 5YR5/8 明褐色  ンル ト 礫・炭化物含む
埋上 2層 25Y4/2 暗灰黄色 砂質 ンル ト 炭化物含む
埋± 3層  5Y4/1～4/2 灰～灰オ リープ色  ンル ト～砂質 シル ト 黄橙色 シル ト塊・ 礫・ 砂含む
埋± 4層 10YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト 礫・多量の陶磁器含む
埋±5層 25Y8/6 黄色 粘土
埋上6層 10R17/1赤黒色 シルト 多量の炭化物・焼土塊・陶磁器含む   3号 溝          3号 溝
二Ⅷ
^プ
ト覇・盈鷲鵜 肝 !妥藷苓1哺拠 斌 鷲
1 埋± la層  5 YR5/8 明赤褐色  ンル ト 多量の焼土・ 炭化物含む            3号 溝埋上土層註記
2 埋± lb層 10YR5/8 黄褐色 シル ト                         埋± 1層  10YR3/3 暗褐色  シル ト 炭化物・ 小礫含む
3 埋± 2層  10YR3/3 暗褐色  シル ト 小礫含む                     埋上 2層 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 小礫含む
4 掘方壇± 10YR4/4 褐色 シル ト 炭化物・大榛含む                  埋± 3層 10YR3/3 暗褐色  ンル ト 小 Ek・ 褐色小粘土塊含む
埋±4層 7 5YR4/2 灰褐色 粗砂 小礫含む
図41 Ⅳ期検出遺構(31






埋±  1～ 2段重ね られた大礫の間に均贋な砂が充満 している









1 木箱埋± 10YR6/2 灰黄褐色 シル ト 小礫・炭化物含む
2 掘方埋± 10YR4/6・ 2/3 褐色・ 黒褐色 ンル ト 小礫・ 炭化物含む
3号木箱埋設遺構埋土土層註記
1 本箱埋上 1層  10YR4/4 43色  砂質 ンル ト 礫含む
2 木箱埋± 2層 10YR5/1 褐灰色 砂質シル ト 礫含む
3 木箱埋± 3層 10YR5/3 イこぶい黄褐色 シル ト質粘土
望 :|:||::
:il:|:













4  _ 61 10rn
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から19世紀前葉～中葉に位置づけられる磁器の中型丸碗 (図45-445)が出上している。また埋




土は 8層に細分される。埋上の途中 (3層上面)か らピットが掘 り込まれており、完全に埋没
するまでにかなりの時間を要したと考えられる。埋± 6層 には瓦が多 く、 3～ 4層では陶磁器
が多量に出土した。 1号土坑同様、ゴミ穴 と考えられる。陶磁器には瀬戸産の磁器 (図45-439・






【1～ 4号木箱埋設遺構】 (図40・ 41、 図版 16)
1号木箱埋設遺構は、M・ L-25区で検出された。約0.7m四 方の正方形の掘 り方の中に、東
側に寄せて木箱を埋設している。本箱は一辺約50cmの正方形で、現存高はおよそ15cmあ る。位
置的にみて、 2号建物は本遺構の覆屋であった可能性が高い。












































(図42-407・ 409)や染付の小皿類 (図46-456)、 波佐見産 と考えられる青磁小皿 (図 46-455)
が多 く見られるようになる。磁器には、複雑な文様を刻んだ比較的丁寧な作 りのコンニャク印
版が用いられる (図44-437,図 46-459)。 肥前産の陶器では、京焼写しを含む灰釉丸碗類 (図
51-201～ 205・ 211・ 213)や刷毛目文碗 (図51-208,図 52-239)、 見込部分を蛇ノロに釉剣ぎ
した銅緑釉の小皿類 (図53-243・ 244)が認められる。前代に引続き、壺、大鉢、悟鉢などの






付の碗皿類 (図44-433～435)、 猪口 (図45-448・ 449)、 糸切 り技法による変形小皿 (図48-
484)な どが認められる。陶器では、肥前製品と大堀相馬製品とで量的比率が逆転し、後者が多
数を占めるようになる。大堀相馬製品は多様化し、鉄釉流し掛けの皿 (図53-245)、 腰部に刻
線を有する腰錆 (掛け分け)碗 (図52-238)、 灰釉の仏飯器 (図61-333)な どが新たに加わる。
大堀相馬製品以外では京・信楽系と考えられる灰釉筆筒 (図57-345)が 見られる。
18世紀後半の良好な遺構一括資料はないが、北区のⅢ層や、南区の 2C層 。2b層 に、この
時期の資料が比較的多く見られる。陶器ではさらに大堀相馬製品の比率が高まり、器種 も一層
多様化する。それまで量的に限られていた瀬戸製品も石皿 (図 53-247・ 248)な どの器種が一
定量見られるようになる。
19世紀前葉から中葉では、Ⅳ期の 1号溝、 1・ 2号土坑から比較的多くの資料が出土してい
る。磁器では器種によって産地に違いが認められる。すなわち、皿類では引続き月巴前製品が主
体を占めているが、碗類は瀬戸が中心となり肥前製品は減少する。瀬戸産の磁器は、中型の端




増して進み、各種の碗皿類にカロえ、火入れ (図57-291)、 片口鉢 (図54-258・ 259)、 土鍋 (図
61-325～ 327)、 行平鍋 (図 61)、 水注 (図57-331)、 乗燭 (図 61-334・ 335)、 土瓶 (図 58、 図














層と考えられる北区18・ 19列 V層・Ⅵ層・ VH層 と南区東部 3b層上面、同じく元禄年間のHa
期 4号土坑、二の丸期のma期 3号土坑において、まとまって出上している。元禄年間以前の











軟質施釉土器としたのは、透明釉をかけたもので、蓋が 1点 (図65-102)あ る以外は、確実
なものは全て焙烙である。いずれも19世紀代以降と考えられるので、代表的なものを資料化し
た (図65-103・ 104)。 それ以前の層・遺構からも出上しているが混入であろう。焙烙は、これ
に類似したものが、戦後まで堤において作られている。








一連の厚い整地層に多 くの瓦が含まれている。遺構では、Ⅳ期の 1号柱列、1号土坑、 7号溝、





































【軒丸瓦類】 (図67～ 70、 図版39、 表22)











形桔榎文)、 花弁が細いもの (細桔梗文)、 唐草文 との間に二日月状の付加的な要素がカロわるも
の (特殊桔梗文)がある。
唐草文は、形態により大別 5類型、細別 8類型が確認された。唐草文は、中央部の文様 と対
応関係を有しており、両者の組合せから10種類の瓦当文様が抽出できた。
A 三枚笹文十唐車 1類 (図70-91・ 105)
B 雪持笹文十唐草 2類
Bl 雪持笹文 (細葉)十 唐草 2類 (図 70-99。 100)
B2 雪持笹文 (太葉)+唐草 2類 (図 70-97・ 107・ Hl)
C 梅文十唐草 3a類 (図 71-96・ 103)
D 桔榎文+唐草 3類
Dl 剣形桔梗文+唐草 3b類 (図71-98。 106)
D2 細桔梗文十唐草 3b類 (図71-93・ 101・ 108:101と 108は 同範)
D3 特殊桔梗文十唐草 3C類 (図71-102・ 104)
E 四弁花十唐草 3d類 (図71-90・ 110)
F ?十唐草 4類 (図70-94・ 95)





は、「明和四年」 (1767年)の刻印を有するB類が出上している (佐久問・佐藤ほか 1993)
【軒桟瓦】 (図 72、 図版40。 41、 表24)
瓦当に文様を持つものと無文のもの (万十)と が存在する。小巴には連珠巴文と巴文が、垂
れには唐草 1類が確認できる。出土層位から、いずれも19世紀代以降の所産と考えられる。
【平瓦類】 (図73・ 74、 図版41・ 42、 表25)
長さは最小148mm、 最大385mmを測る。平均値は256111mで ある。予め谷の部分に溝状の筋目を入
れておき、焼成後に筋目に沿って三分害」して用いたと考えられる資料 (図73-4・ 5。 7)が
存在する。北区の 2層 とⅢ層から、凹面全体 と側面、凸面の一部に鉄釉を施した資料が 1点づ
つ出上している (図73-1・ 2)。
【丸瓦類】 (図74～ 77、 図版42・ 43、 表26)




確認でき、寛政五年 (1793年 )、 文政五年 (1822年 )、 安政五年 (1858年)の可能性が考えられ
る。図77の 10は 、焼成後、凸面にクギ状工具で蓮華状の文様が彫られている。
【板塀瓦】 (図 78・ 79。 85、 図版45、 表28)
表土から2点、 2a層から3点、 1号土坑から4点出土している。層位的にみて、全て幕末
から明治の可能性が高い。 1点 を除き、他は全て左桟である。桟 と反対側の辺に沿ってV字状
の小溝が切られており、この溝は、瓦を固定するための穴が開いている側、すなわち瓦を葺い
た場合に上辺となる側が浅 く、下側に深 くなるように切 り込まれている。溝は、使用時には桟
の下に隠れており、雨水がこの部分に溜るのを防ぐ意味があったと考えられる。穴の開いてい
る上辺部分を厚 くしたもの (図78-1・ 2)は、瓦を固定した際に力が加わり破損しやすい穴
の周辺を補強した改良型と考えられる。桟 となる粘土板を接着させる際には、接着面に切込み
を入れ、接合面から桟が剣がれるのを防いでいる。
【庚斗瓦】 (図 80、 図版44・ 46、 表29)
全て耳の付 く紐哀斗瓦であり、いずれも撹乱から出上している。明治以降、近代のものであ
る。上面に、波形の櫛目を施す例も見られる。
【桟瓦】 (図80・ 8と、図版44、 表27)
層位の明確なものでは2a層が多い。形態的には、片側に袖の付 くタイプ (袖瓦)や、裏面
に三角形の引つ掛けを 2個有するものも見られる。裏面に平行する櫛目を施したり、「宮」の字
と漢数字 2文字を組合せた刻印を押す場合がある (図81-30、 図89-30～ 32・ 41～ 45)。 「宮」
刻印には、数字の組合せにより、「宮一五」、「宮二九」、「宮三 ?」 、「宮四六」、「宮四七」、「宮五
六」、「宮五七」の 7種類が確認できた。「宮」刻印に関しては、これまでの仙台城二の丸跡の調
査で、第 3地点から「宮四九」が (年報 1)、 第 6地点からは「宮五六」が出土している (年報
3)。
【輪違い】 (図 82、 図版47、 表30)
北区のVII層や、Ⅲ期の遺構から多く出上している。長さは最大156nlm、 最小117m14で、13C m
程度のものが多い。














瓦の一種 と報告している(結城1985)。 仙台城二の丸跡のこれまでの調査では、第 6地点におい
て、18世紀前葉以前に埋没したと考えられる溝の埋土から1点出上している(年報 3)。 第 5地
点では、全体で40点が出上している。基本層では、南区の2d層 。2C層から比較的多 く出土
している。遺構に伴う例 としては、Ⅲ a期の 3号土坑、13号柱列、Ⅲ b期の門跡 2、 5号柱列、
































率が、おおむね 1:2よ り大きいものを板材、それより小さいものを角材とした。北区18・ 19
列のⅦ層、 7号溝、15号溝などで多量に出上している。木羽は重量を計測して、集計した。北
区18・ 19列のⅥI層 において、大量に出上している。
【木簡】 (図90～ 94、 図版52～ 54、 表34)
23点出上している。1点だけ竹に線刻で字を刻んだものがあるが、これもここに含めている。
他に、墨痕のある削り層と考えられるものが 3点出上している。 1がⅣ期の 2号柱列の柱穴 2
から、23が K-20区の⑥層から出上している以外は、全てK-18・ 19区 (基礎9区)の VII層 と
Ⅵ層からの出上である。
形態と記載内容から、ほとんどが荷札 として使われたと考えられるものである。このうち、
年代のわかるものが 4点ある。 2が元禄 4年 (1691年 )、 9は「未ノ閏八月Jと あることから同
じく元禄 4年である。18も 元禄年間と考えられる。 1は享保11年 (1726年)であるが、出土遺
構は明治期のものである。
【櫛】 (図 94、 図版56、 表35)
5点出上しており、いずれも元禄年間かそれ以前の層・遺構からの出土である。92・ 98・ 134
が白木の櫛で、69は全面黒漆塗り、135に も黒漆が痕跡的に残っている。観察表の法量は、aが
横の幅、 bが縦の長さ、 Cが縦の長さの内、歯の部分を除いた長さである。 ( )内 は残存値で
ある。









先端は、特に加工を加えず切断面を残すもの(A類 )、 先細 りに作 り出すが切断面が残るもの
(B類 )、 先端を尖らし切断面を残さないもの (C類 )、 ヘラ状に作 り出すもの (D類)の 4類
型が認められた。完形品の観察の結果、両端形状の組合せは8類型が確認された。その内訳は、
AA類 181点、AB類■点、AC類 7点、BB類 6点、BC類 1点、BD類 6点、CC類 1点、
CD類 2点で、AA類が圧倒的に多い。一方の端のみ残存している資料でも、A類413点、B類
54点、C類18点、D類 0点 となりA類の比率が極めて高い。文献に残された箸の名称 との対比
では、AA類、AB類、BB類、BD類が寸胴箸に、AC類、BC類、CD類が片口箸に、C
C類が両国箸にそれぞれ相当し、寸胴箸204点、片口箸10点、両口箸 1点 となる。
長さとの関係では、AA類が平均2351nln、 同じくAB類 250mm、 AC類 160mm、 BB類 25814nl、
BC類 240mll、 BD類 236nlm、 CC類 108mln、 CD類 236mmと なる。名称別の分類に従えば、平均


























には、中心に小孔が開けられ、91は端近 くにも小孔がある。108・ 110に は、端近 くに小孔が開
けられ、樹皮が通されている。
図100に 示したのは、ある程度用途の推定されるものである。85。 100・ 101・ 102は栓と考え
られるもので、112は戸車であろうか。88。 93はヘラで、113・ 114・ 123は、大きさには大小あ
るが、いずれも一方の端を薄 くしたクサビ状のものである。95は小刀などの把木と思われるも
ので、日釘孔が把縁近 くにある。また、把縁付近に黒色顔料の痕跡が残る。94は ピット453か ら
出上した白木の椀で、保存状態が悪 く図化しなかったが、同様のものがもう1点同じピットか
ら出上している。89は刷毛で、柄の片面に焼印が押されている。
これら以外の用途不明のものを図101に まとめた。115・ 124は 、先端を尖らせた杭状のもので
あるが、下端近 くに竹製もしくは木製の釘が刺さる。78・ 129は 竹をカロエしたものである。脆弱
で土ごと取 り上げているため図化はできなかったが、写真図版60の80は竹を編んだもの、81は
車履のようなものである。
【漆塗製品】 (図 102・ 103、 図版60・ 61、 表38)
第 5地点から出上した漆塗製品には、椀 (身・蓋)22点、膳足 1点、櫛 2点、不明17点があ
る。このうち櫛については別項で白木の櫛 とともに触れている。漆塗製品も他の本製品と同様、
北区VI層 に多い。
漆椀には、A類 :浅めで高台の低いもの (図 102-50・ 57・ 58,図 103-54・ 71)、 B類 :深め
で腰が張り高台の高いもの (図 102-53・ 68,図 103-43・ 47・ 59・ 66)、 C類 :深めで高台から
















【古銭】 (図 104、 図版62、 表39)
雁首銭 1点 を含めて、43点出上しており、全てを資料化した。その内36点 と、ほとんどが寛
永通宝である。




物館編集の Fき せる』 (同博物館編1983)に 依拠した。





(HB類)と 、脂返しが大きく弯曲せず首部が火皿から比較的急に取 り付 くもの (HC類)に
細分される。出土点数は、 IB類 1点、HB類 13点、HC類 2点、ⅡB、 HCの区別不明なも
の 1点、形式不明 4点で、 IA類は出上していない。全体形状 とは別に、火皿に関しても形状
分類を行い 4類型を設定した。 1類 としたものは、火皿の深さが口径の半分以上であり、火皿
後方に小孔をもつ la類 と小子とのない lb類に細分される。 2類 としたものは、火皿の深さが
口径の半分以下であり、1類同様、火皿後方の小孔の有無により2a類 と2b類に細分される。
lb類が最も多 く、全体形状 との関係では、全ての類型にlb類が存在する。火皿の接合につ
いては、火皿 と首部の接合部に補強帯をもつ(1類 )、 火皿 と首部の接合部に補強帯をもたず接






狭義の吸口を接合するもの (IB類 )、 形態上接合部に段を有していないもの (IC類)の 3類
型に細分される。H類は、形態上は肩と狭義の吸口とが分離しているHA類と、形態上も製作
上も肩をもたないII B類に細分される。出土点数は、 IB類 1点、HA類 1点、HB類 7点、



















【石器】 (図 107、 図版65、 表43)
石鏃・ フレーク・チップが合計 9点出土している。石材は頁岩・鉄石英 。メノウ・流紋岩が
ある。いずれも近世以降の遺構埋土・整地層からの出土である。これまでの二の丸跡での調査
では、 4次調査 (年報 5)で石器や縄文土器が出上しており、遺構が検出されたことは無いも
のの、縄文時代の遺跡が周辺に存在している可能性が考えられる。


































Fig 43 Porcelains from NM5(2)
0                       10Cm
図44 第 5地点出土磁烈 3)





Fig.45 Porcelains from NM5(4)
459
図46 第 5地点出上磁器 (5)
Fig.46 Porcelains from NM5(5)
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図47 第 5地点出土磁器(6)








図48 第 5地点出土磁紹 7)
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図49 第 5地点出土磁器 (8)
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図51 第5地点出土陶器(1)








図52 第 5地点出土陶紹 21
Fig 52 Glazed ceramics from NM5(2)





Fig.53 Glazed ceramics from NM5(3)
図54 第 5地点出土陶器141




Fig.55 Glatted ceramics from NM5(5)
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303
図56 第 5地点出土陶器(6)










図57 第 5地点出土陶駅 7)
Fig 57 Glazed ceramics ttom NM5(7)
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図58 第 5地点出土陶X181
Fig.58 Glazed ceramics from NM5(8)
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0                  1ocm
図59 第 5地点出土陶器(9)











図61 第 5地点出土陶器 (■ )
Fig.61 Glazed ceramics from NM5(■
)










図62 第 5地点出土土紹 1)
Fig,62 Ceramics from NM5(1)
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図65 第 5地点出土土器141
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図66 第 5地点出土土X151
Fig.6o Ceramicsと om NM5(5)
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図69 第 5地点出土軒丸瓦類 13)
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図70 第 5地点出土軒丸瓦a141・ 軒平瓦(1)
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図71 第 5地点出土軒平瓦121

















Fig.73 Flat roOf tiles from NM5(1)
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図74 第 5地点出土平瓦 (21・ 丸瓦 (1)
Fig。 74 Flat roof tiles and round roof tiles frona NM5
図75 第 5地点出土丸瓦12)
Fig。 75 Round roof tiles from NV15(2)
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図76 第 5地点出土丸瓦13)
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図77 第 5地点出土丸瓦141














0                                                                                 25
図78 第 5地点出土板塀瓦(1)
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図79 第 5地点出土板塀瓦12)
Fig,79 Pan tiles used for fenceと Om NM5(2)
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図80 第 5地点出土英斗瓦 。桟瓦(1)
Fig.80 Ridge tiles and pan tiles from NW15
、こ望正三正三正三:Ξ:I≡二
十
0               10cm
図81 第 5地点出土桟瓦(2)
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図83 第 5地点出土面戸瓦(1)












図84 第 5地点出土面戸鳳 21
Fig.84 Filler tiles from NM5(2)
|
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図85 第 5地点出土棟瓦 。板塀瓦
Fig.85 Ridge cOver tiles and pan tiles used for fenceとom NW15
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図86 第 5地点出土 その他の瓦(1)
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図87 第 5地点出土その他の風 2)
Fig.87 Various roof tiles from NM5(2)
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図88 第 5地点出土その他の瓦(31・ 刻印瓢 1)
Fig 88 Various roof tiles and roof tiles witt seal impressiOn from NM5
饉 Ⅷ Ⅷ
磯Ⅷ悦
37         123          125
0            5 cln





0             5 cm
図89 第 5地点出土刻印瓦(2)・ 瓦加工品































































































































































































Fig 90 Wooden tablets iom NM5(1)
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図91 第 5地点出土木簡(2)
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0             5 cm
図92 第 5地点出土木簡 13)

















































0             5 cm
図93 第 5地点出土木簡141


















































0            5 cm
NW15
図94 第 5地点出土木簡(5)。 櫛















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0                    100m
図102 第 5地点出土漆塗製品(1)
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Fig。 104 Coins frOm NM5
|





















蛤   62
③
⑧
1   55
蜀 ◎
I         1 48
|           |





◎    9  o進三垂茎≡碧5F






1 521        53  1
○          ◎
1                       0   1  54         5 om
図105 第 5地点出土煙管
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Fig 106 Various metalimplements from NM5
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図107 第 5地点出土石器 。石製品 。骨角製品
Fig。 107 Various implements from NW【 5
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表 2 第 5地点出土磁器集計表(1)
Tab 2 Distribution of porcelains at NV15(1)
層 ・ 遺 構
大
碗








丸形 筒形 端反 広雰 丸形 筒形 嚇辰 Д凍 不明 巨」ヽ 大 水注 瓶類 その他 不明
1層 1 1 6 2 5 1〔 Ю I
2層上面 2 1 2
2層 2 9 I 1 17 2 1 ユ
2a層直上層 2 7 2 1 2 4 11 1: 9 4 1
2a層 10 ] 2 42 1 3 lユ l 1
2b層 5 ユ 10 ll I 1 1 屡 1 4 1 5
南区2C層 I 12 11 I l l
南区 2d層 3 7 12 11 2 1 2 19
南区 3a層上面
南区 3a層 2 2 11 1
南区 3b層上面ゴミ層 2 1 1 1
南区3b層 3 4 2 〕 | К l l 4 2 7
葛区 3C層 I 2 2 1
南区3層上面 1 1
南区 3層 4 5 8 8 15 2 4
化区Ⅲ層 11 2 5 7 9 1 2 5
|ヒ区Ⅳ層 14 4 7 8 l 2 5 ま
北区V層 1 I 3 7 7
北区18。 19列Ⅵ層 1 4 6 16 2




北区20～ 22テ」③層 1 1 3
撹乱 3 41 3 2 5 2 2 9 2 8 11
不明 6 1 1 3 8 4 6 とユ
l号建物赫
2号建物跡 猪日 1
1号柱列 1 1 2
2号柱列 1 1 I
3号位列
1拝舟言 5 1 3 3 蓋物 1 3
3号溝 l 2 1 3
7号溝 1 5 10 3 1 中瓶  1 9 3
10号溝 l 1 中瓶  2
1号井戸 3 2 4 ほ本1 1 l 盾日 1 l
l号土坑 2 1 4 4
2号土坑 1 4 6 2 4 5 瓶1徳利1 1 蓋物 1
1号木箱埋設遺傭
2号木箱埋設遺構
3号木箱埋設遺構 1 4 ユ
4号木箱埋設遺踏
その他のⅣ期のピット 1 1 1 2 1 1
Ⅳ期の遺構小計 1 1〔 3 2 6 11 11
門跡 1 2 1 1 2 3
門跡 2 1 ユ 猪日 1 4
4号柱列 1 I
5号柱列






8号濤 2 1 3 1 中瓶 1 1 2
■号溝
その他のIII b期 のビット 1 2 1
Hb期の遺構小計 5 1 2 8 I 1 釈
表 3 第 5地点出土磁器集計表(21
Tab 3 Distribution of porcelains at NA/15(2)
層 ・ 遺 構
大
碗





















9号濤 5 8 5 I 2
16号溝 1
17号溝
3号土坑 3 1 2 1 ほ奉1 1 猪日 2 5
その他のIII a期 のピット l
ⅡI a期遺構小計 1 5 lt 1 2
その他のIII期 のビット 1
15号溝 1 1 5 1 4(瓶2) 4
4号土坑 3 2 1 猪 1 3
その他のHa期のピット






































その仙のra期のピット 亨瓶  l
4 6 5 2 5
滸 1 6 27イ 1[ 6
表 4 第 5地点出土陶器集計表(1)
Tab.4 Distribution of glazed ceramics at NW15(1)
層 ・ 遺 構
大
TI














































1層 1 13 2 7 9 7 9 5 1 2
2層上面 1 ユ 4
2層 4 1 4 3 1 1 8 4 1 1 2 3 1 2 1
2a層直「 層 | 2 4 6 4 l 2 5 5 1
2a層 11 2 と1 1 3 9 2 2 5 8
2b層 2 1 12 8 2 2 3 1 6 5 11 2 2 9 5 (蓋D
南区 2C層 2 2 5 2 1 3 9 2 2 2 ユ 1 1 蓋  1
南区 2d層 l l 1 1 5 3 1 3 8 1 3 蓋  1
帝区 3a層上面
南区 3a層 1 1 香炉 1 3
南区3b層上面ゴミ層
南区 3b層 3 2 7 ユ 2 4 1 2 ユ 2
南区 3C層 1 l
南区3層上面 1
南区 3層 1 l 2 3 2 6 2 l 3 2 5 蓋  1
北区Ⅲ層 4 I 8 9 1 6 1 3 2 と 6 1 3 4
北区IV層 1 8 11 14 3 1 8 1 1 2 1 〕 5
北区V層 7 I 2 19 l 15 2 l 3 2 5 1 ユ 10
北区18,19列Ⅵ層 1 1 2 1 3 I 2 ] 3 2
耳ヒ区18・ 19列Ⅵl層 7 l 5 6 3 1 1 1 3
Iヒ区18・ 19列 VⅢ層 1 2 2
北区20～22列⑥層
北区20～22列⑦層 l
北区20～ 22列⑥層 1 1 2
境乱 4 2 6 3 7 8 4 8 5 17 1 l
不明 1 9 17 1 5 5 6 3 4 1 5 3
1号建物跡 1 1 3
2号建物跡
1号柱列 1 1 1 1 1 l
2号柱列 ユ | 2
3号住列
1号濤 2 1 1 1 5 1 1 1 1 6
3号溝 1 l 9 5
7号溝 l 8 8 7 3 8 4 2 3 1 4 5 12
10号溝
1号井戸 3 2 3 1 2 1 ユ 2(蓋 1) 3
1号十坑 2 1 3 ユ 1 1 6 3 3 2 1





その他のⅣ期のピット 2 4 3 1
Ⅳ期の遺構小計 6 5 1 6 1 14 7 3 4 2 11
門跡 1
門跡 2 2 1 1 2 1 ユ 9
4号柱列 1 1 1 1
5号柱列




2号溝 2 ユ l 5
5号酒
8号濤 1 ユ 3 3 3 9 3 3 2
11号濤
その他のIII b期 のビット 1 1 8 I l ユ
II b期 の遵自 Jヽ計 3 2 7 1 4 6 6 3
表 5 第 5地点出土陶器集計表(D
Tab.5 Distribution of glazed ceramics at NA/15(2)
表 6 第 5地点出土土器・土製品集計表(1)
Tab 6 Distribution of ceramics and clay obiects at NM5(1)
層 ・ 遺 構
土 師 質 土 器 瓦 質 土 器 軟質施粕 土器 土製品
皿 耳皿 塩蔑 糠 その他 不明 小計 糠 その他 不明 小討 暗斃 その他 不明 」ヽ討
1層 1 十能1煙瞳1 6 17 14
2層上面 2
2層 1 1 3 I 4 1 3
2a層直上層 7 4 5 1 4
2a層 1 1 小型碗 ?1 十能1 名 13
2b層 1 13 8 文E」奨ヒ1 2 11 1 3 1
面区 2C層 3 3 1 6 7 4 1
菊区 2d層 4 1 7 煩煙1 1 9 1 1 2
南区 3a層上面 l 1
萄区 3a層 1 3 1 1 2
南区 3b層上面ゴミ層 よ 1 I
南区3b層 l 1 I 不明1
南区 3C層 1 17
百区 3層上面 ユ 1 7 1 1
南区 3層 1 1 5 4 3 7
】ヒ区Ⅲ層 1 1 7 1 1 2 3 4 4 不明1
北区IV層 6 234 2
Jヒ区V層 4 1522 4 1 5 4 2(蓋 ?1) 1 不明1
北区18。 19列Ⅵ層 V
】ヒ区18・ 19列Ⅶ層 1 7 1 12 l
化区18,19列 Ⅷ層 救 l 1
北区20～22アЮ層 4 1 1 1 1 ! 1
北区20～22ア小Э層 11 11 l 1
北区20～22ア」③層 駁 7 1 1 1 1
撹乱 l 4 1〔 I




2号柱列 5 1 1 1
3号柱列
l号濤 4 1〔 3 3
3号溝 2 2 4 1 1
7号溝 4 3 順撻 1 4 11
10号溝 9
1号井戸 9 1 1 2 2
1号土坑 l よ 5 5





その他のⅣ期のピット 1 71 2 4 2
V期の遺格小計 526 1 1 嘔
ヨ
]跡 1 4
:ヨ 跡 2 3 2 I 1
41デ穫ニタ」 2 ] 1
5抒許駐列 2








その他のⅢ b期のピット 散 1 1 1 1
Ib期の清儀ホ計 1 3 4 2 lZ
表 7 第 5地点出土土器・土製品集計表似)
Tab.7 Distribution of ceramics and clay obiects at N� 15(2)
層 ・ 遺 構
土 帥 土 瓦 箇 器 軟質施釉 器 土製品
皿 耳皿 塩壷 機 そのイ 不明 小計 轄 その他 不明 小計 そのlll 不Hl










9号溝 ユ 1 1 6
16号溝 3
7号溝
3号土坑 4 1 5
その他のⅢ a期 のピット 9
ⅡI a期遺構小計 5 2 861 6
その他のⅢ期のピッ ユ 2
15号溝
4号十坑 1 2 4 5 l 1
その他のIa期のピット 10 4







































4 4 4 4
931f I t025〔 4
表 8 第 5地点出土瓦集計表(1)
Tab 8 Distribution of roof tiles at NM5(1)
ッコ内は
構 平 瓦 類 丸 瓦 類 桟 瓦 類 軒平瓦類 軒丸 面 戸 瓦 輪 違 | その他の 不 明 瓦
1層
2層上面
2層 331(57795) 51(1122) 51(16175) 2(0195) 1(015) 1(043) 46(2275)
2a層 直上層 299(51405) 55(11195) 56(14365) 1(0135) 1(0195) 4(118) 31(0685)
2a層 1710(216978) 327(48453) 167(38505) 6(0725) 13(2815) 4(1035) 32(9775) 464(14439)
2b層 636(88825) 214(25665) 32(496) 3(026) 3(042) 9(155) 3(103) 5(134) 197(5165)
雨区2C層 185(24395) 58(633) 9(141) 2(004) 3(0685) 5(2315) 85(1605)
南区2d層 1236(178358) 248(39356) 34(9585) 8(277) 4(148) 9(18) 6(3295) 180(395)
南区3a層上面 3(034) 1(009)
南区3a層 24(212) 14(133) 28(0445)
南区3b層上面ゴミ層 12(003)
南区3b層 255(23184) 76(7245) 1(023) 3(0685) 1(009) 169(3043)
南区3C層 6(0525) 5(011)
再区3層上面 2(0167) 1(0245) 4(015)
南区3層 583(3174) 177(25453) 24(6541) 5(1505) 6(137) 3(037) 1(015) 157(5364)
北区III層 293(38315) 73(10615) 15(7855) 2(018) 4(0495) 2(041) 2(0435) 98(202)
北区Ⅳ層 189(2306) 72(9975) 3(048) 1(008) 1(012) 71(2115)
北区V層 400(52223) 141(2041) 6(0585) S(12) 6(2325) 12(2425) 1(0645) 135(3605)
北区18・ 19列Ⅵ層 151(3096) 41(3456) 2(03) 4(1363) 3(091) 10(0808)
北区18・ 19列ⅥI層 594(1204913) 173(41234) 3(1135) 7(135) 7(263) 6(1615) 7(2625) 2(097) 262(16875)
北区18,19列Ⅷ層 16(121) 7(087) 6(0957)
北区20～ 22列O幡 877(157518) 283(71328) 2(0203) 6(2407) 15(5408) 8(1656) 2(0725) 2(0428) 52(1748)
北区20～ 22列ρ層 574(103505) 200(46001) 11(6505) 14(6061) 12(651) 4(129) 2(043) 1(05) 23(063)
北区20～ 22アい切冒 654(1096322) 185(42392) 11(2787) 13(7455) 3(056) 32(05889)
撹乱 2(008) 1(0035)
不明 580(76422) 143(40206) 9(2835) 11(2318) 16(4238) 1(0115) 5(1321) 135(2496)
1号建物跡 8(045) 1(005) 1(0225) 4(006)
2号建物跡 6(0615) 3(093) 1(017) 1(02) 1(015) 2(003)
1号柱列 94(10394) 19(3353) 1(0305) 3(0403) 1(0125) 16(0285)
2号柱列 4(033) 1(0455) 2(006)
3号祥現| 3(0295)
3(0042)
1辞 183(2424) 27(7323) 2(0285) 1(0125) 88(1653)
3号溝 30(459) 8(1545) 1(003) 8(0165)
7号溝 254(3361) 41(6375) 29(8585) 2(0145) 1(0405) 1(0255) 150(278)
10号溝 6(099) 1(017) 1(013) 5(0045)
1号井戸 85(12609) 14(444) 23(599) 1(049) 1(016)
1号土坑 104(23830 27(14056) 24(24275) 1(0081) 1(0325) 154(1053)





その他のⅣ期のピット 102(12629) 19(6664) 9(4076) 4(0286) 1(0359) 1(042) 35(0549)
Ⅳ期の濱駒J母 926(137938) 198(47928) 124(56414) 6(117) 14(4339) 3(0505) 1(0359) 5(374) 492(7212)
門跡 1
F]跡 2 315(35853) 84(9546) 7(1647) 1(0019) 1(0025) 1(028) 5(128) 93(1274)
4号柱列 6(098) 3(137)
5号柱列 2(0185) 1(0255)
6号柱列 11(1353) 3(0173) 1(011) 8(0123)
7号柱列 12(3307) 4(0329) 2(0029)
8号柱列 24(3905) 2(023) 3(0755) 12(0185)
9号柱列 10(1015) 2(017) 1(0195) 10(0115)
2デ説百 15(141) 6(0635) 31(042)
5号届 1(014) 1(021) 1(0055)
8号溝 96(1435) 41(5945) 12(462) 1(0125) 1(0865) 6(0495) 83(0794)
■号溝
その他のII b期 のビット 70(7552) 20(2396) 1(024) I(055) 44(0648)
Ⅲb期の遺聴小計 662(7005) 162(19424) 30(9567) 1(0019) 3(07) 3(0435) 3(0755) 12(203) 288(3753)
表 9 第 5地点出土瓦集計表12)
Tab.9 Distribution Of roOf tiles at NA/15(2)
185
表10 第 5地点出土木製品・漆塗製品集計表(1)
Tab 10 Distribution of wOOden implements at NM5(1)
カッコ内は炭化したものの数
層 。 遺 構
本 製 漆 塗 製 品 木
簡
抗 工 木 木羽 (質 )
下








材 板 材 角 材 丸 材 小 片
1層 2 9 | 5
2層上面 ユ
2層 1 1 1
2a層直上層 3 l
2a層 1 1 2 41(29)
2b層 2 7
南区2C層
南区2d層 I 1 26(2) 6 61(36) 14818
南区3a層上面 2 1 2
南区3a層 6 3 8
南区3b層上面ゴミ層 櫛 1、 桶側板1 302(151) ■548
南区 3b層 2 1 1 253(94)
南区3C層 1
南区 3層上面 ] l 1
南区3層 1 竹製篭1 2 70(19) 1 84(29) 9298
北区III層 1
イヒ区Ⅳ層 2 11 21(11)
北区V層 7 1 2 2 199(148)
北区18・ 19列 VI層 3 5 1
北区18。 19列ⅥI層 9 2 11 13 433(31) 143(2) 2046(223) 80681
北区18・ 19列 VⅢ層 1 2
北区20～ 22列⑥層 I 12 l l 5 234(23) 6386
北区20～ 22列⑫層 l 9
北区20～22列①層 l l 2
撹乱 1 3 1 23(13)








7号溝 竹製品1 2 213(52)
10辞
[号井戸 1 2







Ⅳ期の遺構小計 1 ユ 6 374(33) 39722
月Dホ ] 1 11 152(3)











その他のⅢ b期のビット 1 1 168(72)
Hb期の潰構小計 1 1 1 2 252(1) 598(101)
表H 第 5地点出土木製品 。漆塗製品集計表12)
Tab.1l Distribution of wOOden implements at NM5(2)
カッコ内は炭化したものの数
層 。 遺 構
木 製 製 品 木
簡
杭 工 木 木羽(g)
ド


























その他のIII a期 のピット 2
1 4 98(3) 15(3)
その他のIII期 のビット 椀 2 1 1 15(4) 2 | 24(6)
15号溝 1 17 桶側板1、 櫛ユ 10(1) 2 146(17) 155 6
4号土坑 2 1 7 43(25)
その他のIa期 ピット :状本製品1 37
















その他のIb期のピット 2 2 18(10) 91




















1号配石 2 3 1
2号石列遺痛
3号石列遺構
その他の Ia期 のピット 1
3 1 198(42) 1170
合計 l 4 6 % 17 2056(1 394(28) 47(8) 5m8(1598) 14350翻
表12 第 5地点出土その他の遺物集計表(1)
Tab.12  Distribution Of variOus implements at NW15
層 ,遺 構








き  銭 煙  管 釘 鉄 製 品 銅 製 品 鋭弾 薬文 その他 i(ビ ール 反(溶融) その他
〕 和飢 2洋釦 8 惣 鎖1邪明冊 阪状1ネ ジ1匙 2 4 5 2 I 4
2層上面 不明3 l 5
和飢 洋鍋 下明1 4
2a層百比層 雁首1 和鍋 洋鋭 不明3 税伏7 1 1 3 l
2a層 3 吸日2 和al16洋釦0 不明75 筒状1ピ ン状1 2
2b層 〕 吸日1 不明4 I 1 54 | 2
南区2C層 利鍋 不明」
南区2d層 7 和錦 洋釦 金槌1鑑1不明10 棒状2毛抜1 6
南区3a層上面
l
南区3a層 〕 雁首1 不明1 督金具1
再区3b層上面」ミ層 莉釘■ 金箔付紙1 I
南区3b層 , 吸日2雁首5 不明4 根状2円状1警 1 1 4
商区3C層 和釦 I
南区3層上面
南区3層 3 吸日2雁首2 和釘4洋釦他1 占突l輪1怒命〕 筒1針1金具1 2
北区Ⅲ層 和釘3 金具1不明1 亜鉛?1












肌 和鍋 洋鋭 7 盤3鋏 1不明35 椀伏1鍵 1 I 2 不明鉛1 輛 不明2 7 2
不明 8 吸日1雁首1 洋釘4 不明12 金具2針金他2 8 1 , 2 4
1号建物跡




1号浦 I 不明6 13 1 1
3号溝 和釘17洋釘1 不明1 l
7号溝 I 和鋭6洋釘19 不明34 献 1燃郵町 54(24) 不明2 7 4 5 5
10号浦 和鍋 洋郷 不明30
I号井戸 m鍋 洋釘1 針金5不明6 1 I 5




3号木籍埋設通信 1 和釘2洋a13 不明」
4号木箱埋設遺構
その他のlV期のピット 3 和鍋 洋飽 子鉄1不明5 |
















IH b期 の遺櫛小計 雁首1 田釘7 10 1
表13 第 5地点出土その他の遺物集計表(2)
Tab 13 Distribution of various implements at NM5(2)
層・ 遺 構























3号土坑 3 和釘1 小刀1不明■ 〕 3
その他のⅢa期のピット 不明1
























その他のIb期のビット l 雁首1 和釘1

























a期の損瀞卜計 2 雁首1 和釘1 1
|
合計 吸日■雁音21 m18畔 134佃 4 84(V〕 45 9 る
表14 第 5地点出土磁器観察表(1)
Tab 14 Notes on pOrcelains at NM5(1)
出 上 場 所 器  種 底径 器高 文 様 胎 士 生産地 製作年代 備  考
基礎9区 V]8層 中型丸碗 116 48 軍花文 貫入顕著 やや粗 単則 1670年 代 漆継ぎ 17
基礎9区 Ⅵ卜6層 中型丸碗 40 無文 貫入あり 摯通 一副 不明 17
基脚 区 VI層 」ヽ型丸碗 73 桐文(コ ンニャク判)折れ松茉文 普通 一削 VC末 ～18C初 17
118Ⅵ層 小型丸続 84 30 色絵r赤 ,青・緑)「 らきぬ」「□そ」花文 彗通 一削 17C後半 V
G20V2層 小型丸碗 87 37 56 麺 松竹梅文 貫入顕著 やや粗 “刷 168090年 代 l‐
小型丸碗 86 37 33 延
小 やや粗 肥前 不明 V
V層 中型丸碗 116 1仲腕 文 やや粗 肥前 VC末～18C前半 くらわんか子 17
J19V層 中型丸碗 44 57 若松(ヨ ンニャク判)革花文 高台内に銘 旨通 工削 17C末～18C初 17
■20V層 中型丸碗 118 59 松竹梅文 普通 lB前 17C末～18C前半 くらわんか手 17
M20 Hl層 月埋丸碗 93 憂唐革文 やや粗 肥前 略C後半～19C初 17
M19 HI層・M192a層 中型丸碗 112 38 53 事花文 見込蛇ノロ釉割ぎ生掛け やや粗 肥前 くらわんが手 17
D242d層・K19 VI層 他 小型丸碗 72 31 49 外面青磁釉 高台内音磁釉 やや粗 “剛 18C後半 1
J283層 '1262b層 中型丸碗 46 62 雪輪に草花文 高台内「太明年製 1銘 普通 ユ削 1680-90句 代 |
)号建物跡 中型丸碗 110 色給(赤 ,緑)蝶文 やや粗 “剛 17C後半 1
F243bゴ ミ層 碗 84 色絵(赤・緑,黒)草花文 やや粗 辛剛 17C後 半 17
J282d層 小型丸続 横線に市松円文と草文 普通 一刷 17
F252b層 小型■Tl 74 外面瑠璃釉 普通 下明 43 17
J212b層 小型端反碗 5( 外面鉄釉 見込花籠文(コ ンニャク判) やや粗 一副 t7C末 ～18C初 43 17
欠番
小不 70 56 楼閤山水文 やや密 一戸 19C前半 l?
小型丸碗 41 横線文 やや粗 “削 17C後半 43 17
中型輸 114 52 65 矢羽根文 見込円花文 やや密 一削 18C後～19C前 43 17
中型丸続 61 流水に草花文高台内「太明年製J銘 音通 巴前 皓8090箪 t 43 17
小型筒形碗 楼間山水攻 やや粗 一削 18C後～19C前 43
M27 a層 碗 37 色絵(赤・緑・黒)見込蝶文 高台内色絵「七日」銘 不明 18C後～19C前 43
M28 a層 小イ 31 扇寵に大根文 蒲公英文 高台内銘あり やや密 旧前? 19C前半 完継ぎ 43
M28 a層 中型丸碗 71 蔓唐草文 貫入顕著 “副 生掛け 43 17
F242層上面 中型丸碗 100 54 区函割菊花文見込円花文貫入顕著 やや粗 一削 18C後半～19C初 43
K292a層直上炭層 碗
鴇尋弓辟
釉 見込跡 花(コ ンニャク判?)高台内角渦 一剛 18C後半 貫入顕著 43
K221層 中型丸続 51 ユ技文に蝶 見込寿文? 肥前 19C前半 冤継ぎ 44
K281層 中型丸碗 47 二重網目文 見込菊花文(コ ンニャク判) 普通 肥前 くらわんか子 44
不明 中IJ丸続 嚢尋に草花文 やや密 肥前 45
〕号と坑 爽4層 中型丸碗 50 軍花文 局台内角渦1福J銘 当通 ヱ漸 17C末～18C前半 18
〕号土坑 懲 層 中型丸碗 菊文 やや密 一前 18
〕号土坑 理3層 申型丸碗 車花文 やや組 一刷 18
1号澪・■21Ⅳ層 碗 草花文 高台内銘あり やや組 一則 くらわんか子 44 18
4号土坑 中型丸碗 110 61 雪輪に桜花文(コ ンニャク判)貫入顕著 普通 168090年 代 44 18
1辞・F242a層 小型丸碗 47 宝J字文十章花文 口紅 見込千鳥支 瀬戸 19C中～後 45 18
1号 土坑 埋3層 小型丸碗 早花文 見込文あり 瀬戸 19C中～後 18
1号土坑 彊郵層 中型端反碗 114 花実 見込「成化年製J?銘 やや密 顆戸 19C中 45 18
441 16号浦 キ型幼 57 無文 貫入顕著 粗 不明 18C?
'号
暗渠 中型衛形碗 花唐草文 見込松監梅文 高台内「夫明高暦年製J銘 やや密 肥前 18C後～19C前 18
碗 隣聞山水文 見込荒磯文 やや密 切込 IB
L252a層 中型丸碗 陰笠文 賞入顕薯 粗 19C前～中 憲物 18
1号土坑・2号土坑 中型丸碗 雪輪に笹文 普通 不明 19C前～中 憲勃 18
E253層 猪口 54 る明文(コ ンニャク判) 普通 単削 168090年 代 18
猪口 無文 阻 “刷 17C中 18
3号土坑 埋3層 猪口 不明文(コ ンニャクll)貫入あり 晉通 肥前 18C前半
1号土坑 埋3層 猪日 68 無文 やや組 一刷 18
E293層 蜘蛛の巣に蜘妹文(コ ンニャク判)貫入顕著 やや粗 肥前 睛8090釘 t
M242a層 麿不 33 瓜文? やや密 不明 19C中 せ帳
靴 小イ 草花文 粗 工副 164050年代 18
池7埋 1層 ,118 Wl層 小・中皿 57 柳文 やや粗 キ削 164060年 代 19
儀脚 区 Ⅶ■0層 卜・中皿 寵・麒麟文? lE 中国 明末清初 17C中 19
基礎9区 Ⅵ17層 135 青磁 高台内無釉 見込蛇ノロ釉剣ぎ やや密 一削 17C末～18C初 本継ぎ 19
基礎9区 Ⅵ16層 卜中皿 52 山水文 lH 一削 17C末～18C初 19
基礎9区 Ⅵ16層 変形皿 72 51 15 敵 普通 ユ剛 17C末～18C籾 糸切り 19
J18 VI下 層 小・中皿 区団割文 口紅 やや粗 単刷 17C中 型打ち 19
■20V層 大皿 170 風文(コ ンニャク判)1こ青海波文 貫入顕著 粗 ヤ副 17C末～18C初 19
H20V層 小・中皿 見込五弁花(コ ンニャク判)高台内渦「福 1銘 やや粗 “別 くらわんか子 19
G221V層 小・中皿 早花文 やや粗
一
日‐ 164050年 代 19
D293d層 夫皿 青磁 牡丹文?(刻線) やや粗 一削 17C
1号白E石 'E263b層他 卜・中皿 137 晋通 旧前 VC後半 Ю
表15 第 5地点出土磁器観察表(21
Tab 15 Notes on porcelains at NW15(2)
観
需
出 上 場 所 器  種 口径 底径 器高 又 等 胎 土 生産地 製作年代 備  考
C・ b層 .F262層 小・中皿 21 雷文繁ぎ 普通 ユ削 18C後～19C前 型打ち 19
M25 C層 ,M262a層 小・中皿 142 44 牡丹繋ぎ見込円銀杏文 高台内銘あり 粗 一削 18C後～19C前 ノロ凹型高台 19
M28 C層 ,M282a層 小・中皿 4 花唐軍文 見込五弁花 高台内角渦「福J銘 普通 “削 型打ち 19
小。中皿 2 章花文 渡繋ぎ 日紅 墨弾き 普通 一削
urlⅧ 31 「長?J 普通 一削
小,中皿 76 3( 小綱雪軍文に円松竹梅文 高台内「成化年製」銘 普通 一則 19C前 ～中 ノロロ型高台 20
小・中皿 131 74 雪輪に草花文 普通 “削 くらわんか手
M182a層 小・中皿 144 区画割に楼間山水文と花唐草文 やや粗 ヱ副 18C後 ～19C前
小・中皿 2 草花文 松葉繋ぎ昌弾き やや粗 享刷
a層・M282a層 小・中皿 22 菊花に蝶文 口紅 高台内銘あり 普通 ユ削 19C前 ～中 型打ち
M28 a層 小。中皿 31 花と蝶文 昌弾き 普通 ユ刷
M282a層 小・中皿 F9 見込五弁花高台内角渦「福J銘 やや密 ヱ副 18C後～19C前 ヒノロ凹型高台
曇書あり
K292a層 小,中皿 75 見込桐文?(コ ンニィク判) 粗 不明 爵台内蛇ノロ釉
劇ぎ曇書あり
試掘7区 1層 4 ・ヽ中皿 68 1 内側tul面 青磁 山水文 普通 “剛 18C後 ノロ凹型高台
不明 極刑NIn fJ 4 12 16 鉦
小 普通
】副 18C後～19C前 21
不明 小'中皿 78 2 草花文 やや粗 辛刷 17C後半 21
6号池 小・中皿 篤文 吹墨 普通 ユ削 〓Ⅲ
K19池状遺構壁面 小・中皿 112 34 区固割文 円文 日紅 高台内銘あり やや粗 “削 164050年代
鮫
醒 朝 孵
小,中皿 118 48 33 流水に草花文 普通 肥前
12号溝 小・中皿 42 不明 粗 肥前 WC末～18C初 見込蛇ノロ釉劉
ぎ高台内無釉
3号土坑 埋3層 変形皿 58 23 20 鷺形 やや粗 lU前 17C末～18C初 糸切り
〕号稿掘方・■20V層 小・中皿 牲丹文 高台肉「奇玉宝鼎之珍」銘 普通 “削 りささえ 21
K22 HI層 ,Pit4 小・中皿 114 27 区画割文 墨弾き やや粗 肥前 17C末～18C前
不明 極小皿 54 21 11 軍花文 やや密 不明 18C後～19C前 21
不明 小・中皿 唐草文 口紅 普通 肥前 1610 704Fft 型打ち 2と
7号溝・J21 Hl層 他 大皿 牡丹文 円松竹梅文 やや粗 “副 18C末～19C前 21
7号溝 ,■ 242b層 78 44 雹文 やや密 平清水 21
6号 IBt渠 変形皿 花小紋(用J絵)口紅 やや粗 ユ削 17C末～18C初 糸切り 21
3号溝 埋2層 小碗 34 色絵(赤・緑)同心円文 密 瀬戸 19C前～中 焼継き焼継き
大名あり
21
20号溝 埋土 他 重(重 ) 64 草文 普通 一副 17C後半 内面無釉
9号浦 埋13a層 他 蓋 色絵(赤・緑・黒)扇に革花文 普通 】剛 17C後半 つまみ欠損
8号溝 埋と層 蓋 扇文(層 J絵 ) やや粗 “刷 17C末～18C初
M242a層 蓋(急須?) 山水技 普通 不明 19C中～後
M282a層 蓋(Vgl 104 軍花文(素描)内面円松竹梅文 やや密 肥前 19C前
露(副 52 31 山水文 やや密 不明
L272a層 菖(香台) 60 11 山水文 普通 肥前 19C前～中
L272a層 雷(合子) 78 14 上丹文 密 瀬戸 19C前～中
K292a層直上炭層 言(香合) 64 14 山水文 普通 一刷 19C前～中
L282a層 雷(合子) 13 宝尽し文 密 単別 19C前～中 22
M271層 香合 50 10 密 瀬戸? 19C前～中
E263b層・E253層 徳利 普通 一副 17C中～後
3号土坑 堰 層 徳利 草花文 普通 単削 17C中 22
鬱号柱列 柱5底面 徳利 不明 やや粗 不明 22
2号土坑 埋3・ 4層 徳不」 軍花文 やや粗 一剛 18C後～19C前 22
E243b層・E273層上面 触 器 却部鉄釉 魏 “削 22
K292a直上炭層 旬付? 染錦(赤・緑,金・呉須)区画割文 やや密 ほ前 22
F221層 葬 37 密 不明 22
H18 WW層 不明 阜花文 普通 不明 不明 22
K19Ⅲ 層 水滴 菊花文 普通 単則 18C後～19C前 型打ち 22
基礎9区 Ⅵl■ 0層 人形 色絵(赤・黒)桜文 やや粗 単刷 VC後半 釉部 22
D253b層・ E243b層 人形 色絵(赤・具) やや粗 肥前 VC後半 型打ち 22
基礎9区 Ⅷ 6層 人形Or水滴 衛花文? やや密 平則 17C後半 型打ち 22
L21 lH層 人形Or水滴 やや密 一削 型打ち 22
M202a層 小型丸続 霊
小 密 不明 19C後 飛飽 17
K272d層 中型丸碗 外面鉄釉 貫入顕著 普通 一削 17C後半 17
表16 第 5地点出土陶器観察表(1)
Tab.16 Notes on glazed ceramics at NM5(1)
畿
需
出 上 場 所 器  種 回径 底径 器高 文  様  等 釉 薬 胎土 生産地 製作年代 備   考
曇碇9区 V110層 伸型丸碗 天釉 貫入顕著 やや密 肥前? 17C末 ヽ
基礎9区 Ⅶ「
7層 ,型丸続 13( 疋袖 やや密 肥前? VC末ヽ
J18V17層 Ⅲ型丸続 疋釉 貫入顕著 “別 17C末ヽ I
〔18Ⅷ層 和型丸碗 12( 84 表釉 貫入顕著 やや密 肥前? 17C末ヽ 1
〔18Ⅵ層 ,型丸碗 57 姿聞山水文(鉄釉) え釉 貫入畷著 やや密 肥前? 17C末～18C前 京朗 51
L19V層 Ⅲ型丸続 10 6 疋釉 貫入顕著 やや密 大射 日馬?
WC末～18C
初?
G18V層 .■ 18V層 和型丸続 114 8 疋釉 貫入顕著 やや密 不明 17C末～13C前 51
18V層 ,118V層 蒐 11 ;よ毛目 疋釉 貫入顕著 やや宅 17C末～18C前
18V層 1型丸碗 疋釉 貫入顕著 やや密 一削 17C末～18C前
19V層 ,F24整地目3 縦縞文(緑・鉄釉) 疋釉 範 不明 不明 51
211 19V層 蒐 4 疋釉 貫入顕著 やや雹 肥前 17C末～18C前 真焼風
l121V層
“
型丸碗 10 64 疋釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬? 17C末～18C祝
121Ⅳ 層 虎 51 疋粕 貫入顕著 やや密 肥前 17C末～18C前 京焼風
214 L21 lV層
“
型丸碗 10 5 疋釉 貫入藪著 旨通 不明 不明
19川 I層 J型半Vg 疋釉 貫入顕著 やや密 不明 不明 51
9253b層 1型丸碗 11 疋釉 貫入顕著 やや常 把前? 17C末～18C前
E263b層 ,E283層 1型丸碗 11 戻釉 貫入顕著 やや密 不明 不明 51
G253層 争型続 腰部刻線文 外 :鉄釉 内 :灰釉 大堀相烏 ? 不明
“
型碗 え釉 やや密 大堀相馬? 基書あり 51
Jヽ型続 疋釉 貫入顕著 ξ湧 下明 不明 昌言あり 51
1型碗 51 え釉 貫入藪著 大堀相馬? 18C後～19C前 51
鹿 3 疋袖 やや密 丈堀相馬 18C後～19C 51
ド明
“
型丸碗 4 柳文 疋釉 貫入あり 旨通 頑戸 一削 昌書あり
ド明 施 疋粕 貫入顕著 丈堀相馬? 18C後～19C前
不明 亮 9 色絵(赤・膏・緑)笹文 疋釉 貫入顕著 京・信葉
飢 刊埋鑑反碗 2 47 荒し掛け(餅識 ) 灰和 貫入あり ややZ 大堀相馬 19C
Ю号溝 掘方埋土 他 (型丸碗 13 疋釉 貫入顕著 烹・信楽 17c中 ～18C前
12号 溝 埋2層 1型丸碗 5 天粕 貫入顕署 やや密 “削 17C末 ～18C前
κ番
・K18V層 ,型丸碗 8 6 医釉 貫入顕著 やや密 巴前? 17C末 ～18C前
15号扁 埋I層 1型丸碗 死釉 やや粗 不明 ド明
9号溝 ,,2211層 〒型丸碗 12 51 死釉 やや密 大堀相馬 18C後～19C威
3号i坑 埋3層 1型丸碗 10 3 死釉 貫入顕著 やや密 ‖前 ? 7C末～18C前
3号土坑 拠郵層 1型丸碗 10 57 灰釉 貫入顕落 密 大堀相馬
3号土坑 翼郵層
“
型丸碗 10 61 流し掛け(鉄釉) 死釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬
号と 1型丸碗 10 死釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬?
蝸 層 11 死釉 やや密
3号と坑 埋3層 1型丸碗
流し掛け(鉄釉)腰部刻線
文 疋釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬 8C
柱列4柱 2 鹿 114 ;!毛 目 叉釉 買入顕著 やや痛 7C末～18C前
P i t15'M262b層 鹿 4 輸 旨通 ド明
不明
“
型丸碗 10 5 兎釉 買入顕著 やや密 (堀相馬 ? 24
K212a層 卜・中皿 11 6 2 唐革文 (欽釉) ミ石釉 賞入あり やや粗 一副 可錐ピン痕
」0号溝 埋土 他 小・中皿 14 3 司緑粕 貫入あり 旨通 7C末～18C,
20号溝・ E263b層 他 卜中皿 13 珂緑釉 普通 7C末～18C前 己込蛇ノロ釉則 漆繋
3号上筑 理3層 大皿 221 荒し掛け(鉄釉) 疋粕 貫入顕署 やや密 夫堀4g馬
1号涌 'F24整地層③ 卜中皿 22 荒し掛け(鉄釉) え釉貫入あり やや密 大堀相馬 8C末～19C
P i t128柱 痕・E242b
層 大皿 22 流し掛け(銅緑釉) 疋釉 やや粗 莞潰・瀬戸
2号圭坑 埋1層 夫皿 32 74 疋釉 やや粗
M19 HI橿 小,中皿 12 31 疋釉 粗 F明 記込蛇ノロ釉剣
号土オ 埋6層上面 曇小皿 91 3 鮒 やや密 夫婦相馬 ? 8C後～19C前 ヨ縁部に保付着
1209冒 。し18 VI層 大鉢 214 疋釉 旨通 曽津? 7C後～13C前
8,D263b層 'G18V層 大鉢 31 流し掛け(銅緑釉)指結き 自化粧土 旨通 旨津 7C後～18C前
K21Ⅳ 層 大鉢 象嵌 疋釉 旨通 騨 7C後～18C群
K282d層 大鉢 柔嵌 自化粧土 旨誦 7C後～18C,
1222b層 大鉢 疋釉 旨通 唇津 7C後～18C'
略号溝 埋6層 大鉢 雅 刷毛目 自化粧土 障漏 7C後～18C,
257 12号溝 埋52層 (鉢 松文(鉄釉・銅緑釉) コ化粧土 晋通 旨津 一副
121・ J22Ⅲ層 他 キロ鉢? 21 疋釉 貫入顕著 やや籍 夫婦相馬? 8C後～19CI 26
F243層 ,F242b層 ギ回鉢 20 疋釉 やや密 大堀相馬? 8C後～19C中 皮熱
K292a層直上炭層 他 水盤 ? 6 荒し掛け(銅緑釉)? 疋釉 旨謳 不明 下明 熱
ヽ
30
基礎9区 Ⅵ18層 雷鉢 踊 旨通 不明 ド明
懸礎9区 Ⅵ卜6層 雷鉢 滉釉 ややZ 7C後～18C証 27
基礎9区 Ⅵ14層 憲鉢 やや粗 不明 不明
表17 第 5地点出土陶器観察表12)
Tab,17 Notes on glazed ceramics at NM5(2)




やや粗 F明 不明 焼きしめ I“
口縁部に灰釉 旨通 ド明 不明 I“
鉄釉 き通 ド明 不明 IX
鵜 普通 ド明 不明 55
普通 不明 不明 完きしめ 55
鉄釉 普通 不明 不明 55 7
鋤 不明 不明
紬 当通 不明 不明 27
癸釉 や゙粗 不明 不明
笑釉 普通 不明 不明 28
失釉 音通 不明
帥 普通 不明 18C後～19C IF氏
緒鉢 齢 普通 不明 不明




唐 信鉢 鉄粕 普通 下明
層 指鉢 鉄釉 普通 不明 不明
鉄釉 普通 不明
観 9区 V‖ 7層 春炉 軸 普通 不明 不明
K18Ⅵ 16層 吾炉 ヨ縁鉄釉 旨通 虐膊 ? 17C
J18 ⅥI層上 火入 20 疋釉 貫入顕著 範 瀬戸? 17C末～18C前
【21Ⅲ 層・K21 lV層 疋釉 貫入顕著 やや密 唐津? 17C後～18C前
3号■坑 埋3層 64 81 K釉 貫入あり やや粗 不明
K292a層置ヒ炭層 火入 164 122 7 饗4極文(列文,白釉) :鉄釉 内 :灰釉 普通 大堀相馬? 被熟
12号溝・J21③薯tl 火鉢? 鎮釉 雪通 唐津 17C後～18C訂 塁書あり
基礎9区 V16層 卜豆 鍋 雪通 不明 不明
H8Ⅵ層 53 灰釉 ζ通 唐津 17C後～18C前
M19 VI層 48 乱し掛け(白釉) 灰釉 貫入あり 尊通 き津
E243層・ E242d層 122 灰釉 貫入顕著 魏 き津
K292a層直上炭層 お歯黒豆? 鉄釉 普通 不明
L281層 士霊
鏡仙 やや密 き津 不明
L291層 116 鍋 やや推 不明
1号土坑 幽艶層 一霊 死釉 貫入顕著 やや組 不明
1号と坑 拠鶴層 え釉 範 彗淳
き礎9区 Ⅶ7層
1 唐草文(鉄,呉須) 疋釉 やや密 煮・信薬? 内面に関寸着
H252a層 憂 轍 普通 卜明 不明
F252b層 蓋(土瓶) 疋釉 貫入顕著 やや密 (堀相馬 19C前～中 墨書あり
蓋(■瓶) 鉄給 白釉 疋釉 貫入あり 鍵 19C中～後
2a層 蓋(■瓶) 17 難 疋釉 貫入あり やや客 糊 相馬
F242C層 き(上瓶) 千鳥文(鉄釉)銅緑釉 疋釉 やや密 大堀相馬 19C前～中 60
L272a層 蓋(■瓶) 17 照釉 やや密 夫堀組馬? 19C
1号井戸 掘方埋2層 豊(■瓶) 17 賂 K釉 貫入あり やや密 大堀相馬 19C中
1号浦 螂 層 麗(■瓶) 賂 て釉 やや密 た堀相馬 19C中
サ号■坑 埋4層 蓋(■瓶) 踊会自釉 罵釉 貫入顕著 普通 大堀相馬 19C中 32
2号土坑 埋C層 蓋(■瓶) 72 125 筑絵 銅緑釉 又釉 やや密 大堀相馬 19C中 32
1号浦 埋3層 土瓶 52 75 花文(鉄釉・銅緑釉・白釉) え釉 やや名 夫堀相馬 19C中 31
1号土坑 埋24層 土瓶 79 梅枝文(鉄釉・白釉) 灰釉 貫入あり 大堀相馬 19C中 茶こし子t5 31
1号土坑 埋3層 土瓶 75 11 矯詫票訂
と蝶文節腑
灰釉 やや密 大堀相馬 19C中 茶こし了t6
1号土坑 埋3層 土瓶 82 爾萄文(鉄釉.白釉) 灰釉 貫入あり やや名 (堀相烏 31
1号土坑 埋3層 土瓶 87 楼閤山水文(鉄釉・白釉) 死釉 貫入あり やや密 (堀相馬 19C中 31
1号土坑 埋4層 土瓶 銅緑釉 や密 大堀相馬 いC前～中
号土坑 3.4層 他 土瓶 61
号土坑 埋4層 土瓶 91 極横文(鉄釉,自釉) 疋釉 貫入顕著 大堀IB馬 19C中
土坑 埋 層 土瓶 4 菊花文(鉄絶・白絶) 疋釉 貫入顕著 太堀相馬
土坑 埋9・ 4層 上瓶 山水文 (鋭紬・銅緑釉・白釉) 疋釉 太堀相馬 !9C中
埋4層 土瓶
婦相馬 9C前～中 巨部に媒 塁書あ
他 土鍋 6 婆釉 た跡目馬? C前～中 菖部燥 日縁炭化物
埋 鍋 踊 た堀fg馬 ? C中～絡
表18 第 5地点出土陶器観察表13)
Tab 18 Notes on glatted ceramics at NM5(3)
表19 第 5地点出土土師質土器皿観察表(1)
Tab.19 Notes on ceramic plates at NA/15(1)
出 土 場 所 器  種 底径 器高 文  様  等 釉 薬 胎土 生産地 製作年代 備   考
子22HI層・9号 浦 埋13a
土鍋 5 鉄釉 やや密 大堀相馬 33
蓋(行平鍋) 飛飽
:鉄釉 内 :灰釉 貫入あ やや密 大堀相馬 33
E242a層 琶(行平鍋) 碇飽 (堀相烏 19C 絲 に炭化物lft 33
号■坑 運争4層 行平鍋 176 飛飽 外 :鋏稿 周。こ日部 : 33
k注 蜘 旨通 8C後～19C 31
し203に ム飯器 96 荒し掛け(鋭仙) 灰粕 買入顕著 旨通 (堀相馬 33
1号と坑 埋3層 6 灰釉 貫入顕著 普通 大堀相馬
H252C層 詔簡 鍋 き通 夫堀相馬? 18C後～19C中 終切り属
J221層 乗幼 鉄釉 やや宅
'胡
相馬 18C後～19C K切 り底
F232a層 謡 54 I 淡釉 終切り底
1層 乗燭 33 1 4m加釉 やや汗 終切り庇
6253層 蓋 離 又油 貫入あり 8C? 33
L201層 42 11 翼粕 33
不明 又釉 貫入顕署 (据相馬 33
不明 鍋 やや粗 不明 曇言あり




M282a層 蓋(■瓶) 56 H水文 (鉄釉・銅緑釉) 買釉 言入あり |や 字 た堀tg馬 19C中
〕号土坑 埋3層 肇衛? 60 疎 文 (鉄粕) やや芹 祥信葵 ?
■20V層 蓋 ? 49 13 査明粕 ]転索切り
■坑埋4層 を捲 29 変明粕 65
C烙 西明釉 iに黒書あり 65
斡
謡




方 付 着 物 備 考 図
図
版
内  面 体部外面 属 部 外
19 コクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 62 34
曇魔9区 118 78 25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 62 34
118 ⅥI層 下画 35 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 右 回縁部に媒
基碑 区 Ⅵ卜8層 不明 ]転索切?無調整 右 なし 底部内面に最書あり 62
基礎9区 Ⅵ卜8層 118 64 27 ロクロナデ ]転糸tHa調整 々 な し 62 34
基礎9区 Ⅵ卜7層 95 60 22 ロクロナテ ロクロナテ df調鞘 コ縁部に環 ? 62 34
基礎9区 Ⅵ
「
7層 11 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 62 34
差静9区 Ⅵ17層 18 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 なし 62 34
区 Ⅵ
「
7層 127 72 ロクロナデ 全体丁寧な キ 不明 復し 62 34
118 72 ロクロナデ タロナデ 回転糸切無調整 左 62 34
28 ロクロナデ ロクロナデ 回転系切無調整 左 口縁部にIk? 34
基礎9区 Ⅵ卜6悟 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸tDa調整 左 内面全体に煤と漆?
118Ⅵ層 存不自のため不明 内外面に媒? 62 34
118Ⅵ層 115 ロクロナテ 糸切無調整 片 Å外面制なに燦 34
ロクロナデ ロクロナデ 片
110 ロクロナア クロナデ 回転糸切無調整
■ V層 27 ロクロナデ クロナデ ]転糸切無調整 在
JI V層 ミガキ 全体丁寧な キ 34
25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 内面に漆?
ロクロナデ 4hT重な 内面に採?
ロクロナデ ]転糸切箕調整? 左 なし 器面残存不良
K21V層 57 糸切箕調整? 芹 口縁部に媒 瓦質に近い色調 器面残存不良
G21V唇 上 113 ロクtlナ デ ロクロナデ 片 なし
■21V層上 クロナデ Ilク ロナデ 回転糸切無誠 駕に摸 廣部外面eri不 良
E243b層直上ゴミ層 90 クロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 内外向と剖れ日に
苗比ゴミ 層 116 36 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無譴 左 内外面に塚 34
E253 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明 内面全体に採
F243b層目上すミ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明 内外面に塀
3Y層 ロクロナデ ロクロナデ 回転索切無調整? 不明 口縁部に燦 巨部外面残存不貝
8263層 57 ]転糸t79無 調整? 巨部中英に焼成前穿孔1
E298層 56 15 ロクロナデ 疑調幣 対面体部に模?
K298層 71 31 ロクロナデ ロクロナデ
J263層 51 35 16 ロクロナデ ロクロナア ]転糸切無調整
263層 79 27 ロクロナデ ロクロナデ 回転ス切無調整 右 ヨ稼部半月に保
147 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し
,20Ⅳ層 45 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無罰整 不明 なし
F252b層 ロクロナデ 全体丁黛な キ 不明 なし
M262a層 2 ロクロナデ 回転糸切無調整 右 なし 底部に切離用糸の圧反
と292a層 のため不明 不明 ヨ縁部に媒 ,3
表20 第 5地点出土土師質土器皿観察表¢)
Tab 20 Notes on ceramic plates at Nh/15(2)
表21 第 5地点出土その他の土師質止器・瓦質土器観察表
Tab.21  Notes on various ceranlics、 at NA/15
録
号 出 上 場 所 口径 底径
整 嚇
加 付 着 物 備 図
図
版体部外面 底 部 外 面
ロクロナデ 目転糸切無灘 不明 内外面全体に媒
ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 左 ? 日縁部に媒
ロクロナデ ロクロナデ 」猛糸切後ケズリ 不明
ロクロナデ ロクロナデ 糸切無調整 64
6 2 ロクロナデ ]転糸切無調整 右 ? なし 頭部外面に切離用糸の圧痕







1 ロクロナデ ロクロナデ 熙調整 ? 不明 日縁部1/4月 に媒
18 ロクロナデ 岳系切無調整 左 な し
5 1 ロクロナデ 回転糸切無調整 まし
8 1 ロクロナデ 回転糸研無調整 コ稼部に環
9 ロクロナデ ロクロナテ 回転糸切無調整 Fし
[ 7 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整
ロクロナデ 回転糸切無調整
171 ロクロナデ 回転紫切釦 左 なし
4号 十h‐ 71 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 内外面に媒?
t号土坑 121 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 口縁部に狭
1号濡 埋2層 120 25 ロクロナデ ロクロナデ 糸切無調整? な し
1号溝 25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 内外面に煤
3号溝 埋1層 58 23 ロクロナデ 回転糸切無調整 常? な し
3号溝 窪1層 53 19 ロクロナデ 回転糸切無調整 なし 瓦質に近い色調
1号溝 翼郵 b層 111 65 25 ロクロナデ 回転糸切無調整 外面に習書あり
15繋 理1層 107 25 全体ミガキ? 下明 内外面釘本に凍?
81 ロクロナデ 回転糸切無調整? 内面全体に漆?
16■居 埋1層 8] 32 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 口縁部に媒
を夕Jll柱6理 2 112 2 ナデ ロクロナデ? 回転糸切無調整 口縁部に猿
位ア!18柱3 21Z 47 ナデ ロクロナデ 糸切無調整
=
大面に揆
P i t69埋 1層 72 22 ロクロナデ 回転糸切無調整? 古 勺外面に煤 匠質に近い色調 切離用糸のF雇
2号土坑 埋3層 12 67 2 ロクロナデ 回転糸切無調整 不期 な し
B号土坑 埋4層 24 タロナデ 回転糸切無調整 trし




番 出 上 場 所 器 種 日径 底径 器高 備 考 図
凶
版
基礎9区 Ⅵ17層 土帥質土器 焼塩豆 内面に布目痕 外面ロクロナデ
4号土坑埋土 土師質土器 焼塩壷 内面に布目痕外面ロクロナデ
4号土坑 埋十 土師賃上器 焼塩壺 67 呻 外面体部下半に格子叩底部回転糸切後ナデ?左回転
079 119V層 土師質土器 焼塩壺 内外面ロクロナデ後外面体部下2/3に格子叩底部回転?糸切後周縁部ナデ 36
H18 ⅧI層 土師質土器 耳皿 内面ロクロナデ外面底部含め残存部すべてミガキ
H20V層 土帥質土器 耳皿 35 内外面ロクロナデ底部外面ミガキ完形
V層 土師質土器 耳皿 内外面ロクロナデ後外面体部下半～腐部ミガキ 36
M282a層 土師賃上器 耳皿 24 内外面ロクロナデ後外面体部下半～底部ミガキ
G263層 土師質上器 耳皿 内外面ロクロナデ後部分的にミガキ?底部回転糸功 36
D292a層 上師質土器 小型Vi? 内外面ロクロナデ底部回転糸切り後周縁部ナデ 回々転 36
4号土坑 埋土 上師質土器 鉢 内外面ロクロナデ後外面ミガキ底部回転糸切後ミガキ足の痕跡〕
4号土坑埋土,G18V層 土師質土器 鉢? 潟外向ロクロナデ後外面日唇部と沈線以下ミガキ 37
J22111層 土師質土器 火消童蒸 聾 内面平坦部回転ヘラケズリ内面煤付着ありつまみ欠損
M221層 土師質土器 不明 62 内面ケズリ上面・外面ロクロナデ
L262a層 土師質土器 小41鉢 ? 内外面ロクロナデ底部回転糸切無調整
6号暗渠 土師質土器 不明 内面ロクロナデ外面ミガキ
2号土挽埋4層 瓦質土器 鉢 114 囚外向ロクロナデ後外面体部下端ケズリ底部回転糸切後周縁部ナデ右回転?三足
4号土境 埋■ 比賃上器 鉢 内面ロクロナデ外面全体ミガキ
3号土坑埋3層 瓦質土器 鉢 内面ロクロナデ外面ミガキ?
基礎9区 Ⅵ18層 瓦質土器 鉢 392 凸外面ロクロナデ後外面日唇部と突帯以下ミガキ
G18V層 瓦質土器 鉢 内外面ロクロナデ後日唇部外面ミガキ?器画残存不良
b号建物瑯 柱13 瓦質土器 不明 内外面ロクPナ デ底部回転糸切後周縁部ナデ底部内面赤変・煤付着あり
表22 第 5地点出土軒丸瓦類観察表
Tab,22  Notes on round eaves tiles at N� 15
表23 第 5地点出土軒平瓦類観察表
Tab.23  Notes on flat eaves tiles at Nh/15
登 録
番号







備  考 図 図版
M282a層 三弓両文 14.3 11,7 13
118 VI層 三弓両 文 15 0 12.5
基礎1区 )層 =弓 両 支 14 1 11,7 12
基礎4区 )層 三] 両文 148 12,4
9号溝 裏込め 三 B 両 文 14 6 12.2 12
K20⑥層 三弓両 文 15.2 12 6 1,3
072 K20⑥層 三引両文 17.7 13 9 1.9
073 K20⑥層 三] 両文 15.2 12 6 13
P i t316 三号両 文 14.7 12.5 11
・ K22⑭層 三号両文 14.2 118 12
不明 三引両文 14.9 12.5 13
基礎4区 ⑥層 九曜文 17.0 12.4
基礎1区 層 九曜文 17 0 12 4
基礎9区 VⅡ 4'層 九曜文 17 2 12 4
2号土坑 埋6層 九曜文 17 1 13 5 1_8 鳥伏間
081 撹乱 九曜文 12 3
L18V層 連珠巴文 16 7 12 3
083 K20⑦層 連珠巴文 12 0
基礎7区 )層 運珠巴文 17_2 12 0
L283層 巴文 16.0 11.6
D253b層 巴文 17.5 13 1 22











頭幅 備  考 図 図版
K221層 四弁花十唐革3d類 不 明
Ⅲ/1262a)膏 三枚笹十唐草1類 不明
M262d層 細桔梗 +唐草3b類 太剣 5,7
M292d層 ?+唐草4類 不 明
095 F243層 ?+唐草4類 不 明
M283層 梅 十唐草3a類 太剣
基礎2区 ⑭層 雪持笹 (太葉)十唐車2類 太 剣
基礎1区 ③層 剣形桔梗十唐草3b類 太剣
基礎1区 ③層上面 雪持笹 (細葉)+唐草2類 太剣
基礎 1区 ③層上面 雪持笹 (細棄)十 唐革2類 太 剣
基礎1区 ③層上面 細桔梗十唐車3b類 太 剣 108と 同範
基礎4区 ③層 特殊桔梗十唐草3C類 不 明
基礎1区 ⑦層 梅+唐車3a類 太 剣 61
基礎4区 Ⅳ a層 特殊桔梗+唐草3C類 不 明
105 7号溝 三枚笹十唐草1類 不明
P i t316埋 2層 剣形桔榎十唐草3b類 太剣
K・ H211■ 層 雪持笹(太葉)十唐草2類 不 明
③層 細桔梗十唐草3b類 不明 101と 同範
3号溝 ?+唐草5類 不明
不 明 四弁花+唐草3d類 不 明
P i t316 雪持笹 (太葉)+唐草2類 太 剣
登 鎌
番号
出 上 場 所









M282a層 不 明 ?十 唐草 5類 不 明 小巴部分欠損
F221層 渾 珠 三 ツ 円 支 不 明 不 明
J 1層 無文 (万十 ) 無文 並剣
019 L252a層 三ツ巴文 ?十唐草 不 明
7号溝 172層 三 ツ 巳 文 不 明 不 明
試掘7区 9a層 三ツ巴文 三枚笹 十唐草 1 並 剣
表24第 5地点出土軒桟瓦観察表
Tab 24  Notes on eaves― pan tiles at NⅢ 715
表25 第 5地点出土平瓦観察表
Tab 25 Notes on flat roof tiles at N� 笙5
表26 第 5地点出土丸瓦観察表
Tab 26 Notes on round roof tiles at Nh/15
表27 第 5地点出土桟瓦観察表
Tab.27 Notes on pan tiles at NW15
観
謡






H212層 nt4B(Ш臨↑低 1馴 団・山側の一』切
K2211層 施釉 (凹面全体,側面・凸面の一部)
K18Ⅵ層 255 73
界で 1区 9)膳 123(残存部の下端付近) 特殊 (凹面に今剤界線を入れ瞬成後?分椰 )
基礎9区 Ⅷ 6層 122～134 特殊 (凹面に分割界線を入れ焼成後分割凹面にへら描沈線あり)










009 K293層 27 4 16 4 16.5
K22① )盾 15 2 クギ彫 りによる文様あ り
K20⑥層 28 4 15.9
012 1号井戸 埋4層 14.8
1号土坑 埋5層 26 9 15.3 15 7
1号土坑 埋5層 25 0 15 2 15 7
不 明 30 5 17.3 17 4
1号柱 列 祥 4輝 2層 15.3 刻印あ り 77・ 89
[21⑭層 クギ彫 りによる紀年銘あり
P i t22埋 2層 クギ彫りによる組年銘あり
登録
番号











Ｈ撹 29.0 刻印 1宮五 ( )J(裏 面)袖瓦 81・ 89
〓士
Ｈ撹 刻印「宮一五 十(裏面)引推ト 81・ 89
032 揖 乱 28 0 27 0 22.3 21 8 刻印「宮五七J(裏面 ) 80・ 89
撹 乱 刻印 1宮三□J
撹 乱 刻印「宮四七 十
撹 乱 亥IE日「 (宮)二九
撹乱 亥」Eロ | (宮)五六
撹 乱 刻印「宮四六 十
M262a層 櫛 目あ り
登録
番号












面 釘 穴 備 考 図
図
版
L261層 不明 B B 溝不明
L281層 不 明 B B 溝不明
L262a層 Al 不 明 不 明 溝不明
1号土坑 埋5層 32 8 29 1 不 明 A B 溝あり
1号土坑 埋5層 39 2 33 2 29 9 不 明 A B 溝あり
1号上坑 埋5層 32.7 29 4 B A 不 明 溝あり
表28 第 5地点出土板塀瓦観察表
Tab.28  Notes on pan tiles used for fence at N� 笙5
表29 第 5地点出土災斗瓦観察表
Tab.29 Notes on ridge tiles at NA/15
表30 第 5地点出土輪違い観察表
Tab 30  Notes on ridge decoration tiles at N� 賃5
表31 第 5地点出土面戸瓦観察表
Tab.31 Notes on filler tiles at NM5
登 球
番号 出
上 場 所 長 厚 幅 耳長 備 考 図
図
脱
033 撹舌し 23 5 1.9 紐更斗 波形の櫛 目あり
撹乱 24 6 17 紐英斗
登録
番号
出 上 場 所 長 上幅 下幅 一局 備 考 図
図
版
K272a層 186 75 13.5
036 K212b層 13.0 14.1
037 1 18 VII層 13.7 10 3 刻E「 あり 82・ 88 47・ 51
基礎9区 VⅡ 8層 13.3 10 0 15 1
13号溝 15 6 155 7.0
撹乱 128 156 6.7
登録
番号
出 土 場 所 長 幅 高 備 考 図
図
版




」21V層 縄状 ?圧痕 (裏面 )
基礎1区 ③層上面 11 9
基礎1区 ③層上面 12 0
K18 VI層 11.2 13 1
基礎9区 Ⅵ17層 12 1 12 6
9号溝 12 8
056 K22 HI層 縄状圧痕 (裏面)





P t316 10_3 125
J・ K22⑦層 縄状圧痕 (裏面 )
J・ K22⑦層 10 2 12.0
J・ K22⑦層 11.6
登 録
番 号 出 上 場 所 種 類 備 考 図
2 L281)吾 軒 桟 瓦 亥WE打 あ り
3 K29 1)書 類 亥」E「 あ り
4 2al菩 平 瓦 類 潔」E日 あ り
5 半 丸 類 刻 E日 あ り
6 平 瓦 類 亥UE口 滋)り
7 M212aザ曽 平 面 類 亥」E「 あ り
8 平 瓦 類 刻 E13あ り
9 半 丸 類 力IE日 があり
L202a層 平 瓦 類 刻 E「 あ り
F282a層 平 瓦 類 亥BE「 Dう り
G27 3)雷 半 比 類 亥JE日 あ り
F263層 平 瓦 類 亥」E日 滋)り
K19 VI層 平 五 類 亥」E日 あ り
焚 斗 瓦 刻 E日 あ り
9区 1提雪 丸 丸 類 該∬E「 がうり
L27 2a 直 上 炭 層 不 明 フ」E「 」うり
126 2C 丸 瓦 類 刻 F層 あ り
�【26 2dF雪 半 瓦 類 刻 印 あ り
丸`瓦類 刻 印 あ り
1号暗 渠 丸 瓦 類 亥UE日 あ り
撹 舌L 半 瓦 類 刻 E日 あ り
L281層 平 冗 類 ヘ ラ描 きあ り
G182a層 平 面 類 ヘ ラ描 きあ り
K23 2a層 平 瓦 類 ヘ ラ描 きあ り
半 比 類 櫛 目 あ り
L27 2a 平 瓦 類 /gP目 あ り
M182a 不 明 櫛 日 あ り
撹 吾し 不 IHB 櫛 目 あ り
桟 瓦 亥UE日 あ り
2号土 坑 埋 5a層 棟 瓦 角桟 伏 間 瓦
2号 十 坑 輝 Sa層 標 丸 角 桟 伏 間 瓦
不 明 棟 冗 亥UE日 あ り
H24 2C,書 不 明 仮 称 「 T字 瓦 J
K282d層 不 明
13号柱 列 柱 5 不 明
K29 2a
基 諄 1区
F=D小 2 不 明
M271層 亥」E日 あ り 87・ 89
M28 2a層
不 明
VII― 卜,薔 不 明 刻 E日 あ り
3■ナ L力屯 速こ3,香 五 加 工 品 刻 字 あ り
表32 第 5地点出土その他の瓦観察表
Tab.32  Notes on various roof tiles at N� 15
表33 第 5地点出土下駄観察表
Tab 33  Notes on鞘 /ooden clogs at Nhl15
登 録
番 号 出 上 場 所 種 男」 長 幅 高 備 考 図
図
版
027 基 礎 9区 Ⅵ16層 角 型 連 歯 21_4 8_95 7 10 尼緒残存釘
による歯の補
028 E263b層 角 型 露 卯 差 歯 9_45
029 E253b層 上 長 円 型 露 卵 差 歯 23_5 7_75
K20 ζ)層 苅`型 主
=:
23 9 R 45 3 35
壱圭櫂き9匠至 VI-61言 角 型 連 歯 2 70
角」』昌菖り陸二露 3 50 葬祷 7'1に くさてバ痛 赫
F293層 角 型 渾 慌 22 f1 7「D 2 10
24 3え雪 丸 型 連 歯 0 4_70
彙 円 型 露 ,「差 歯 7 00 2 80
基礎 9区 VⅡ -6層 !型連 歯 2 50
037 J18 
～
η書 ,型揮 脅 13 4 釘 に よる歯 の補修
基 約 区 V■ 1層 丸 型 無 歯 中 折 り 8_55
基 礎 9区 Ⅵ19層 tF「 り 8_70 2 90
040 9区 VII-9,書畳雲珂 利 無 粛 中 折 り 7_25
9医 VII-6!書 差 歯 9_10 7 20
表34 第 5地点出土木簡観察表
Tab.34  Notes on ttrooden tablets at NV15
表35 第 5地点出土櫛観察表
Tab 35 Notes on cOmbs at N� 15
表36 第 5地点出土箸状木製品観察表










(mm) 特 徴 等 図
図
版
柱列2柱2 表 異 回・ 向 側 国 に 削 反 明 際 に残 る
K19 VI層 (166) 4 下 端 を 薄 く加 工 ?
K19 VI層 3 上・ 下 端 を 欠 損
K19 VI層 224 7 竹筒 ?釘書 き 上・下端切断後調整
基 潮密9区 VI14層 輔 物 層 4 両 側 面 を 除 き謂
K18 VI1 4'層 4 調整良好
Kl 4'層 調 蟹 艮 好 卜瑞 を薄 く加 工イ
I-5提 15 4 調整良好
18 VI-5提 洲 幸 修 上 の 為 に 下 1/3程 削 り直 し
18 VI-5提 上端欠損
1 18 VⅡ -5提 調整良好
VI-6泥 調整良好
3 18 VⅡ -6帰雪 6 向 側 向 に 削 9痕 明 瞭 に残 る
0 4 .9区  ⅥI-7層 調整良好
0 5 K18 VH-7,吾 3 下端欠損
0 基 礎 9区 Ⅵ17層 下端欠損 調整良好
0 7 18 VII-7,吾 3 下 端
0 18 VⅡ -7,吾 3 左半分 を欠損
0 18 VII-7,吾 7 5 一端 を薄 く加工 ?
18 VⅡ -7,吾 3 調
q8 VⅡ -8層 6 表 向 に 肖」り痕 明 瞭 に 残 る
K18 VII-8帰 雪 (135) 1
K20 ⑥ 層 (142) 1
K18 VI-8兵目 削 り盾 か ん な 層 状 の ご く薄 片
025 K18 WTI-8'帰雪 9 削 り盾 文字判読不能
K18 Vl-2斥 雪 8 肖」り盾 文 字 判 読 不 能
≡蓼倹
涸降手 出 上 場 所 法 量 備 考 図
凶
版
i t387 a   9,00   b   3 90   C  2_45 黒 漆 塗 り
壱きつ琶9じ【 VII-10帰 雪 a  (3.50 b  (2 55)  C   l.05
E24 3bコ ドミ帰葺 a (3ユ b   (2.40)  C    l.40
E243bゴ ミ層 a  (3 70 b  (4_10) C  l.80
15号濤 埋 1層 a  (3 70 b  ―   c l lo 黒 漆 塗 り
録








(mm) 整形 備 考 図
凶
版
9号濤 3b～ 4層 AA 巨
基礎 9区 Vll-7層 AA
占きη琶9匠至 VⅡ-2'吾 AA
」18 VII―TI吾 AB 6卜 1 艮
不 明 AB
甍彗η避9匠至 VI-8帰 雪 AB
K18 VⅡ -5層 AC 53 ヽR 先 端 を 二 次 加 工 ?
圭圭η琶9優こ VI― AC 233 不 良
6 歯≧η登9透至 VII-5 AC 良 先 端 を 二 次 加 工 ?
7 基礎9区 VⅡ層 BB 380 不 良 一 部 力貶イヒ
8 基礎9区 VⅡ 7層 BB 239 8_2 不 良





携震η整9『〔 VII― A兵目 CC 不 先端炭化
舅E石攀9灰 VII-7'喜 CD 57 不 良
K18 VII-1に雪 BB 不 良 先端災化
豊
番 出 上 場 所 種  類 法 量 備 考 図
078 基礎9区 VH 6層 竹製品 長 90 最大径40 穿孔あ り 101
3層 竹製篭 鴨4～5鰤 に薄 く割いた竹材 を2本一組にして平織状 に編んでいる
20号 溝 埋3層 草履
F263b層 曲物 径 79 厚09 穿孔 1恨J面 に巡 らした薄板が残存 外面に樹脂状行着物あり
基礎9区 Ⅶ 5層 蓋 長275 厚11 穿孔・ 取手痕あ り
基礎9区 Ⅵ17層 栓 長 63 最大径20
基礎9区 Ⅵ16層 藍 径 99 厚06
基礎9区 V16層 箆状木製品 長239 最大幅36 厚04 表裏 とも丁寧 な削 りで平滑に仕上げられている
基礎9区 VH 8層 刷 毛 長139 最大幅91 厚lo 片面上端に焼 E日 (判読不能)あ り 黒色塗料により彩色 ?穿子tあ り
基礎9区 VH 6層 不 明 長 (152)最 大径13 黒色塗料により彩色 ?
基礎9区 VH 3層 蓋 径 89 厚02 穿孔2片面縁近 くに釘描 き弧線 不明付着物あ り
基礎9区 Ⅵ17層 箆 長 (135)最大幅23 厚03
P i t453 椀 属径76 器高 (64) 底部外面に墨書「敷」
基礎9区 Ⅵ卜7層 把 長112 最大幅36 聾 ?に より彩色 ?面取 り風の整った削 り
基礎9区 ⅥI-7層 不 明 長243 最大径24
し18 ⅥI層 栓 長 60 最大径32
H232a層 栓 長 81 最大径21 上部は隅丸方形に、先端2cm程 を楕円形に整形
基礎1区 V卜0層 栓 長725 最大径35 卵 け穿孔1上部隅丸方形、先端部楕円形
基礎9区 Ⅵ16層 桶側板 長386最大幅64最 大厚15 杢 目に平行する長楕円形の穿孔1下方ほど薄 くなる
D243bゴ ミ層 桶側板 長153最大幅63最 大厚09 い に細い直線状の切込み1条あ り 105と 同形・同巧
15号溝 輝 + 桶側板 長159最大幅59最 大厚10 外面 くびれのやや下に細い直線状の切込み1楽 あり 104よ り残存良好
L283層上 不明 長102最大幅31最 大厚025 片側に2 7Cm間隔で V字形の刻み
K243層 不明 長 51最大幅90最大厚09 片面に斜格子状の溝 鉄釘あ り
9号溝 裏込め 蓋 径 65 厚04 中央に穿孔1桜皮 ?の綴 じ痕 1
K19⑦層 蓋状木製品 径 39 厚03
P i t317 蓋 径 72 厚04 穿孔1子しの周囲に環状の圧痕 桜皮 ?の綴 じ痕 ]
L283層 不明 長235 最大径15 一端 を丸 く力口工、他端 はほぞ状に加工 して寮¶ 1
基礎9区 Ⅵ卜9層 不明 径 50 厚17 子し径11 中心に穿孔1上下面 ともごく平坦
基礎26区 ③層 楔形木製品 長 86 最大幅15最大厚 145
基礎9区 Ⅵ12層 楔形木製品 長300 最大幅23最 大厚206
基礎9区 Ⅷ 6層 不明 長556 最大幅31最 大厚14 下端 より13 2cnの ところに穿孔 (釘痕 ?)1
不 明 不明 長 (1l ll最 大幅21最 大厚04 各面 とも平滑に仕上げられている
基礎9区 Ⅵ17層 蓋 径 (106)厚 05
基礎9区 Ⅵ17層 容器側板 ? 長171 幅63 最大厚16 2ヶ 所に釘残存
基礎9区 Ⅵ16層 標形木製品 長178 最大幅37 最大厚27
基礎9屋 Ⅵ卜6層 不 明 長 (176)最 大幅28
基礎9区 Ⅶ 6層 蓋 径14 7 厚 1
基礎9区 Ⅶ 7層 容器の底板 径 10 1 厚 0 内画 (周 縁部 を除 く)に黒色の付着物あり
基礎9区 Ⅶ 7層 不 明 長 (46)幅135厚 17 各面 とも丁寧 な削 りで平滑に仕上げられている 長方形げ
基礎9区 Ⅵ17層 不明竹製品 長 91 幅 1 長方形の穿孔 1
基礎9区 VH 6層 不 明 長 70 最大幅29 最大厚10 橋円形の穿孔 1
表37 第 5地点出土その他の木製品観察表
Tab 37  Notes on various覇 /OOden implements at N� 生5
表38 第 5地点出土漆塗製品観察表
Tab 38  Notes on lacquer郡 〆ares at NA715
登録












基礎9区 VH 2層上 椀 (26) (07, 地 :内外黒 不明文字有 (朱 )
基礎9区 Ⅵ17層 椀 (1 7) 地 :内 向朱 外面票
基礎9区 Ⅵ11層 椀 蓋 (19) 地 :内面朱 外面黒 外面草花文 (金 )
lfl山 商 吉
「 椀 地 :内面朱 外面黒 外面丸に蔦文 (朱 )
基礎9区 Ⅵ17層 椀 (53) 地 :内外黒 「□了 (令 )
4号土坑 椀 地 :内外朱 高台裏黒 「□」(朱 |
基礎9区 VH 9層 椀 (07) 地 :肉面朱 外面纂 釘付着
基礎9区 Ⅵ卜7層 椀 (52) 9 2) 地 :内外黒 見込み花菱 ?文 (朱)外面蔦 ?文 (朱 )
P i t452埋 1層 椀 (23) (06) 地 :内外朱 高台裏黒 叉右工 Fヨ (矢〕
基礎9区 V16層 膳 足 29 22 地 :外面朱 内面黒
基礎9区 VH 9層 椀 136) (03) 地 :内外朱 高台裏黒 □右門 (朱 )
1号m石 椀 地 :内外黒
基礎9区 Ⅵ
「
5層 椀 地 :内外朱
J19Ⅳ層 擁 地 :内面朱 外面鼻
6号池 底面 擁 (78) 14) 地 :内外黒 見込み蔦 ?文 (朱)内外面鳥文 (朱 ) 十半蔵 (朱 )
基礎9区 Vl l層 椀 地 :内面朱 外面黒 外面違い鷹の羽文 (朱 )
基礎9区 V‖ 7層 椀 (25) 地 :内外朱 高台裏黒 1惣□ (朱 )
基礎9区 Ⅵ卜6層 不明 地 :黒 釘付着
136 基礎9区 Ⅵ16層 不 明 8 (21) 07 引ヨ:黒 61
表39 第 5地点出土古銭観察表
Tab 39 Notes on coins at NⅣ 15
表40 第 5地点出土煙管 (吸口)観察表
















L202a膳 寛永通宝 67 完形 銹化顕
L282a層 (雁首銭) 3/4残
M252a層 賓永M宝 1/4残
M252b層 寛永通宝 70 完形
J242d層上面 皇宋通宝 (真書) 76 2 完形 渡来銭 (北宋)
J242d層上面 開元通宝 《 渡
F252d膳 寛永通宝 1/3残 銹イい
J242d層 祥符元宝 23 一部欠 劣化顕著 渡来銭 (北宋|
」272d層 寛永通宝 239 65 完形
J272d層 寛永通宝 246 完形
」272d層 永楽通宝 32 完形
E293層 寛永通宝 1/4残
E283層中 至道元宝 (行書) 30 晃形 涯来銭 0ヒ宋 )
3層 寛永通宝 12 1/3残
J293a層 寛永通宝 18 一部欠
D263b層 貢永網宝 1/6残
E25不 明 寛永通宝 完形
H22 IV層 寛永通宝 62 09 一部欠 銹化顕署
基礎9区 Ⅵ13層 寛永通宝 完形
118Ⅷ膳下面 寛永通宝 250 5 冤形 文銭
池4植物面2 富来轟 25 完形
3号石列遵騰 掘方埋1層 賓抹 33 完形
13号溝 埋土 寛/3 一部欠
3号土坑 剪彎層 寛永通宝 61 1 一部欠 銹化顕者




寛永通宝 l 一部欠 銹化顕老
7群 寛永通宝 20 完形
P i t354 富永涌宝 完形
不明 寛永通宝 54 完形 銹化顕著
不明 寛永通宝 237 51 1 完形 銹化顕者
3号木箱埋設遺構 寛永通宝 1/2残 銹化顕著
i t8 寛永通宝 67 17
寛永通宝 完形
2号建物跡 柱1 寛永通宝 12 一部欠 銹化顕著
2号建物跡 柱3 夏永涌宝 28 2/3残 銹化顕著
038 不明 寛永通宝 完形
不明 管永涌常 3/4残 銹化顕署 鉄銭
1号暗渠 寛永通宝 完形 文銭
不 寛永通宝 64 死形 銹化顕著
不 元豊通宝 (祭書) 237 冤形 銹化顕者 涯来銭 0ヒ宋 )


































D243層 II A 71 29 水ロキセル 鍍金
D273層 不明
75 鍍
K18 IW 111 鍍金
基礎9区 Ⅵ卜7層 鍍金
118Ⅶ層下面 鍍金
不明 IB 9 鍍金
202
登 録



























1提雪 左 上 鍍 金 105
明 左 上
不 明
表41 第 5地点出土煙管 (雁首)観察表
Tab.41 Notes on pipes(stems and bowls)at N�15
表42 第 5地点出土その他の金属製品観察表
Tab.42  Notes on various metal implements at NA/15
表43 第 5地点出土その他の遺物観察表
Tab.43  Notes on various implements at NM5
鋤
群 出
上 場 所 種  類 長
r亭径Ⅲ
鴨
籠 厚 材 質 備 考 図







P i t36 」艦
19丹遺 J 【石
P i t94  1
もuur i l Z4 31曽    : ら府 4
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OF THE ARCHAEOLOGICAL RESEARCH ON THE CAMPUS OF
TOHOKU UNIVERSITY
vol.6  WIarch 1998
The Commission of Buried Cultural
Properties on Campus,Tohoku H」 niversity
Katahiracho,Sendai 980 JAPAN
THE EXCAVAT10N OF THE SECONDARY CITADEL OF THE SENDAI CASTLE
This is a report of the氏硫 οttαtt Loc.5(west of Library at Kawauchi Campuse of
Tohoku University), 、vhichヽvas excavated by the Conllnission of Buried Cultural Prop‐
erties on Campus,in 1985-88.
The HistOry of Ninomaru(the SecOndary citadel of Sendai Castle)
The main citadel of Sendai Castle、 vas built in A.D.1600 by Masamune DA′ rE,the first
所2カηttο of Sι %冴αゲーカα%(feudal clan cOmprising a governmental organization in Edo period)
appointed by the TOKUGAWA shogunate.  The rnain citadel is known today as the ruin
of Aobaioヽ VhiCh is located on a hill 120m above sea level
lt was a strategic location because its eastern and sOuthern boundaries were guarded by
cliffs of 70m.
Ho、vever,、 vhen the age Of、var in Japan was over,the primary citadel on the high hill
became useless,and in 1638,Tadamune DATE,the secondあ ″留ノθ ,built a secondary
citadel on a lower terrace which had been used as the house of �生uneyasu DAfrE (4th son
of Masamune DATE).
Theハワηθタタα夕物had practicany been the center of the government of Sι%冴″‐力α%for some
250 years until the Meiii Restoration. pLlthough it was destroyed by earthquakes and fires
a couple of tilnes,it was quickly reconstructed each tilne
ln 1886,the′ rokuga、va shogunate、 vas replaced by the new government of the Emperor
(the Edo period was o■/er and the Meiji period began).  Japan put an end to 200 years of
national isolation, and Western culture was imported rapidly.  Prefectures 、vere estab…
lished instead of feudal clans, and the 正)ATE faHlily's rule Ⅵras Over.  In 1871, the
丙Iケ%οタヮαタセιヽVas occupied by the」 apanese lmperial Army、 vhich had been ne覇「ly organized
inヽ rヽestern style.  In 1882,almost a1l of the structures of′ V虎珍οttα物 耶rere lost in a fire,and
its brilliant history was Over.
The site Mras continuosly occupied by the lmperial Army, until the AInerican Army
occupied it after WOrld War II.  The site area became the TOhOku l」 niversity campus in
1957 and an organized excavation began in 1983  So far,5 1ocatiOns have been excavated.
The Results of the Excavation at Loc.5
The excavations revealed that presevation of structures and artifacts M〆 as fairly excel‐
lent  Largely six phases belonging to Edo period(1615-1868)and one phase belonging to
�【eiji period(1868‐ 1912)are recognized in the archaeological structures found at Loc 5
The l a phasc(1620-‐ the middle 17th century)
The ruins of buildings and garden are probably related to theハ けGカケッαs//2ゲ筋,residence of
lroha_hime(the eldest daughter Of Masamune DATE).
�生asamune married lroha‐ hilne to Tadateru �笙atsudaira (the seventh son of leyasu
Tokuga、va,the first s力 ο酔 %Of Edo period)in 1606. Just after leyasu's death,Tadateru
lost his fiefs,  SO IrOha― hilne、vas divorced and came back tO the DATE family  ln 1620,
Iroha―hilne began to live atハ看テsカケッasカゲカゲ,north Of �Funeyasu's residence
The structural remains of the l a phase consist of buildings cOnstructed on fOundation
stone,rain gutters lined、 vith stOnes,ponds,and sO on.
A/1any ponds are associated Mrith the garden placed north、 vest by buildings.
Ceramics such as Chinese Porcelains (Jingdezhen ware, S、 vato、v 、vare)and early
Japanese porcelains(HiZen ware)were fOund.
The lb phasc(the nliddle 17th century― ―the late 17th century)
Structures of the l a phase、 vere rebuilt more than Once.  East part of the ponds had
been filled up, and the hOuse 、vas constructed there on foundation stOnes.  POnds 、vere
enlarged to the south part Of this residence,and a we■ 覇ras dug on the east shOre of the
pond.
Probably, after lrOha― hilne died in 1661,buildings of Nt患カケッ板婚カゲカケcontinued there for
t、ス/enty to thirty years.
Arnong the ceramics,sherds of lady figure overglagzed enamels are most interesting.
The II phase (the end of the 17th century― ―the beginning of the 18th century)
This phase corresponds to the tirne period frOnl the abOhtiOn Of ハ佑カゲッαsカケんゲ to the
extension of ハ帝テ%θタια夕ηケ  After Nishi― yashiki ceased to be used, ponds of the garden
iocated at northwest part of this residence、 vere filled up覇 /ith the landfill, M〆 hich is l.7
meters thick and contains many archaeological rnaterials.
Atthe IIa phase,a pit and tM〆 o ditches running from、 vest to east existed atthe north part
of this site. At the IIb phase,nOrth and east parts of this site、 vas used as kitchen gardens
for a short span of tilne.
ヽヽ「ooden artifacts include lacquerwares,  WOOden tablets、 vere preserved in relatively
good condition in the fill of pOnds due tO the near‐ cOnstant saturation of the soil.
Ceramics belonging to this phase consist of a lot Of IIizen、 vare and a feⅥ「Of Other覇〆are
(Ohbori_sOuma ware,Kyoto ware and so on)
The III phasc(the beginning of the 18th century― ―the Hliddle 19th century)
This phase cOrresponds to the tilne period ofハ 「テηοttαγ%.  This site、 vas used as O乃 %,
which is the private place for ttα ゲηタノθ and his覇 /ives,
A/1any pillar‐ holes and ditches were fOund,superirnposed in plan,at the center Of this site.
These remains include buildings and pillared fence related to O乃 ク.  The ditches running
from west to east覇 /ere discovered at the north Of the buildings.
Probably,a road existed bet覇 〆een the ditches  The area nOrth of the rOad郡 〆as used as
Bαうα(a riding grOund).  These structures、 vere rebuilt rnOre than once.  The old stage of
phase IH is the HIa, new stage is the HIb.  Outer walls of O々 % M〆ere accompanied with
ditches.  At the IIIb phase,the gate was built On the north line of O力 %.  The gate had been
rebuilt nOt lessthan once, too.  The gate of the old stage is comphcated in structure,
stonebases,stOnes be10、 v fOundation and fOundatiOn boards has remained in the post holes.
The gate of the ne、 v stage is simple,M/ooden plank attached tO the base of pillars had been
in the plt,
As rnany、vomen lived at O力劣 artifacts discovered there include a lot Of rnakeup utensils,
ornamental hairpins and smoking pipes  Those give us clues to the research for samurai'
s wives whO lived in a local castle town of Sendai.
Ceramics in the 18th century mainly cOnsist Of twO prOducts: r[izen, ohbori‐ souma
(Fukushima prefecture).  In the first half of 19th century,Ohbori― sOuma、 vere especiany
numerous, and varieties.  Nearby minor kilns such as Tsutsumi(A/1iyagi prefecture),
Kirigome(Miyagi prefecture)and Hirashimizu(Yamagata prefecture)supplied a few of
ceramics to this site.
The Ⅳ phase(the Meiii period and after)
This site was used by the lmperial Army,  We discOvered several features such as
structural remains of buildings,lavatories laid、 vooden boxes,a weH of brick cOnstruction,
ditches lned 、vith stOnes, cOvered conduits and garbage pits.  Many kinds Of Obiects
be10nging tO he■ liddle 19th century were found at the garbage pits.
The excavation tells us hat archaco10gical features of the early Edo periOd as wen as
ハη%οttαtt are finely preserved under I(awauchi campus Of「 Fohoku l」 niversity,  We hope
that many people use this report as a help tO understand the Sendai Castle which is a







図版 1 第 5地点全景 (1)
Pl l views of NM5(1)
1 調査区全景 。III～ Ib期相当 (南 から)
2 調査区全景 。W～ la期相当 (南 から)
図版 2 第 5地点全景(2)
P12 Views Of NM5(2)
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図版 3 第 5地点断面
P13 Cross sections Of NN年 5
2 D25・ 26区・調査区東壁セクション
4 K18区・北壁セクション (南か ら)
6_ 」20。 21区・ 1期セクション (西から)
7 基礎 9区・北壁セクション (南から) 8 基礎 8区・北壁セクション (南から)
1 右 :14号溝・左 :19号溝 (東から)
基礎 1区・ 9号池 3,13号溝 (東 から)
4 J・ K23・ 24区 。10号池 (東から) L・ M24～26区 。10号池 (南から)
図版 4 第 5地点 Ia期の遺構(1)
P1 4 Features Of phase X a at N� 笙5(1)
6 10号池内敷石検出状況 (東から) 7 7号 建物跡 (西から)
1号配石遺構 (東 から)
図版 5 第 5地点 I
P15 Features of phase
2 20号溝南西屈曲部 (南 から)
6 6号建物跡柱穴33根石セクション (北 から)
a期の遺構(2)
Ia at NM5鬱 )
4 ピット387内遺物出土状況 (北から)
5 6号 建物跡柱久 2根石セクション (束 から)
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4 24号満 (西 から)
団菌鰹騒騒露甕撤≧II聰触1斡
5 27号溝内敷石検出状況 (南から)3 27号清 (北から)           5 27号 部
図版 6 第 5地点 Ia期の遺構(3)





生 |■ 予 t
2 基礎 9区 。4号池 (東から)
基礎 11区 。2号池 (南 か ら)
12号満検出状況 (東から) 5 K20区・⑥層下面の状況 (北 から)
6 基礎 1区・①層瓦出土状況 (束 から)
蓮
7 K20区・⑥層下面の状況 (西から)
図版 7 第 5地点 Ib期の遺構(1)




1 4号 建物跡柱穴 3。 7(西から)
2.4号 建物跡柱穴 6根石検出状況 (東から)
3 22号溝縁石列 (北 から)
5  17号柱列セクション (】ヒから)
図版 8 第 5地点 Ib期の遺構(2)
P18 Features of phase l b at N� 15(2)




2 2号 井戸 (西 から)
5 E24区・ 3b上ゴミ層遺物出土状況 (南から) 6 E25区 。3b層上面下欣出土状況 (西から)
図版 9 第 5地点 Ib期およびH期の遺構
Pl_9 Features of phase l b and II at Nふ 715
7 庭園廃絶後の 6・ 10号池埋没状況 (南 か ら) 8 庭園廃絶後の 6・ 10号池埋没状況 (東から)
13号溝内 卜駄出土状況 (苗 から)
3 基礎 8区 。VⅡ ―①′層漆椀出土状況
7 北区・畑状遺構 (東 から)
基礎 S区・VⅡ ―②店遺物出土状況 (南から)
8 D・
「
26～ 29区・畑状道構 (南 から)
Hb期の遺構
and IIb at Nふ 江5
図版10 第 5地点Ha期・
Pl 10 Features of phase IIa
4 15号溝 (北 から)
5 4号 土坑 (西 から) 6 G・ H18区・畑状遺構 (南 から)
F
D～ J24・ 25区・Ⅲ期遺構群
2 D～ G24・ 25区・Ⅲ期遺構群 (北から)
3 D～ G24・ 25区・Ш期遺構群 (東から)
5 9号 溝東端護岸施設検出状況 (南から)
4.9号 溝据 りあげ状況 (東 から) 6 左 :16号溝 。右 :17号溝 (南から)
図版11 第 5地点III期・ ma期の遺構
Pl ll Features Of phase IH and IHa at Nh15
l G23。 24区・整地層③道路状遺構 (西から)
3.3号 土坑 (南か ら)
5 11号溝 (北 から)               7
図版12 第 5地点ma期の遺構
Pl.12 Features of phase IIIa at lヾ �15
2 6号 清 (北から)
8号溝 (東から)
6 2号 溝 (南から)
5号溝 (南から)
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1 門跡 1。 2全景 (北 から)
3 門跡 2本柱 1の基礎検出状況 1(東から)
5 門跡 2本柱 2の基礎検出状況 (南から) 6 門跡 2控柱 2の基礎検出状況 (東から)
図版13 第 5地点III b期 の遺構
Pl 13 Features Of phase IIIb at Nふ 江5
2 門跡 1地中梁および門跡 2本柱 2(南から)
4 門跡 2本柱 1の基礎検出状況 2(東から)
門跡 2支柱 1の基礎検出状況 (南から)
,,持Fiオ ■手.挙●,ヽ転」1警名■費警斡傷蟹騨甲
8 門跡 2支柱 2の基礎検出状況 (西から)
盈錢輩オ生1邊蒼




L26・ 27区・ 7号溝内木材出土状況 (北 から)        4
図版14 第 5地点Ⅳ期の遺構 (1)
Pl14 Features Of phase lv at NM5(1)
4 3号 溝 (南から)
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1号溝北辺 (東から) 1号溝東辺 (南 から)
3 2号 暗渠および杭列 (北から) 4 7号 暗渠 (西から)
図版15 第 5地点Ⅳ期の遺構 (2)
Pl_15 Features of phase IV at NW15(2)
1 2号 建物跡 (北から)
1号建物跡 (北 から)
1号柱列柱穴18(南から)
図版16 第 5地点Ⅳ期の遺構 (3)
Pl16 Features Of phase IV at NM5(3)
3 1号 土坑内遺物出土状況 (北 から)
i
4 1号 柱列柱穴17(南 から)
3号木箱埋設遺構 (西から) 7 4号 木箱埋設遺構 (東から)
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図版 17 第 5地点出土磁器 (1)
Pl 17 Porcelains from N� 15(1)
叢 43
図版18 第 5地点出土磁器121
Pl 18 Porcelains frOm NM5(2)
鐵
基 ‐ゞ・―一'  46
図版19 第 5地点出土磁器(3)
Pl 19 POrcelains from N小 ,15(3)
図版20 第 5地点出土磁器(4)
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図版23 第 5地点出土陶器 (1)












P125 Gla2ed ceramics from NM5(3)
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図版26 第 5地点出土陶器(4)














Pl.28 GlaΞ ed ceramics frOm NM5(6)
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図版29 第 5地点出土陶器17)




P130 Glazed ceramics frOm NM5(8)
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図版31 第 5地点出土陶器 (9)











図版33 第 5地点出土陶器 (11)
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図版36 第 5地点出土土器(3)
P136 Ceramics from NM5(3)
‖醇‰
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Pl.37 Ceramics from NM5(4)
図版38 第 5地点出土軒丸瓦類(1)
Pl.38 Round eaves tiles tom NM5(1)
S=1:4
図版39 第 5地点出土軒丸瓦類(2)
39 Round eaves tiles from NM5(2)Pl
105
図版40第 5地点出土軒平瓦 。軒桟瓦(1)
P1 38 Flat eaves tiles and eaves― pan tiles froln Nh/15
図版41 第 5地点出土軒桟瓦12)・ 平瓦(1)















図版42 第 5地点出土平瓦(3・ 丸瓦(1)
P1 42 Flat roof tiles and rOund roof tiles from NW15
10
図版43 第 5地点出土丸鳳 21




図版44 第 5地点出土桟瓦類 (1)
Pl.44 Pan tiles from NM5(1)
■`1鸞筆i予与f
図版45 第 5地点出土板塀瓦
P1 45 Pan tiles used fOr fence fronl NA/15
255
146
図版46 第 5地点出土桟瓦類 12)。 貝斗瓦・ 棟瓦
P1 46 Pan tiles,ridge tiles and ridge cover tiles frona NA715
s=1:6
S=1:5
図版47 第 5地点出土輪違い 。面戸瓦(1)
47 Ridge decoration tiles and filler tiles from Nふ 715Pl
59                                                65
56
図版48 第 5地点出土面戸瓦(2)
P148 Filler tiles from NM5(2)
157
図版49 第 5地点出土その他の瓦 (1)
P149 Various rOOf tiles frOm NM5(1)
- 155
S三 1:6
135              138
図販50 第 5地点出土その他の瓦(21
P150 Various roof tiles from NM5(2)
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図版51 第 5地点出土刻印瓦・ 瓦加工品






図版52 第 5地点出土木簡 (1)
P152 Wooden tablets from NM5(1)
図版53 第 5地点出土木簡(2)
P153ヽVooden tablets frOm NM5(2)
ゼ
図版54 第 5地点出土木簡13)
1)1 54 Wooden tablets frOm N_h15(3)
154         142
S=1:3
150         151         153
図版55 第 5地点出土箸状木製品
P1 55 Wooden chOpsticks frOm Nふ 江5
265
図版56 第 5地点出土櫛 。下駄(1)








P157 Clogs from NM5(2)
図版58 第 5地点出土その他の木製品(1)
















図版60 第 5地点出土その他の木製品13)・ 漆塗製品(1)
P1 60 「ヽarious wOOden implements and lacquer、 vares frorn NⅢッ15
娃
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図版63 第 5地点出土煙管









































図版65 第 5地点出土 その他の遺物  その他













印刷 今 野 印 刷 株 式 会 社
TEL 02'(288)6123
